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拙
論
第
二
章
は
、
漱
石
漢
詩
の
色
彩
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
、「
緑

と
紅
」
の
補
色
関
係
を
皮
切
り
に
、
第
二
・
三
節
で
は
、
最
も
頻
度
の
高
い
「
白
」
に

つ
い
て
、
第
四
節
で
は
、「
白
」
に
次
ぐ
頻
度
の
「
青
」
に
つ
い
て
究
明
し
た
。
漱

石
が
な
ぜ
そ
れ
ら
の
色
を
多
用
し
、
そ
の
特
質
は
如
何
な
る
も
の
か
を
考
察
し
て
、

色
彩
の
審
美
的
感
覚
的
表
現
効
果
は
元
よ
り
、
漱
石
漢
詩
の
本
質
と
関
わ
る
蓋
然
性

を
指
摘
し
た
。
第
五
節
は
、
漱
石
の
小
説
に
お
い
て
も
独
特
の
存
在
感
を
放
つ
「
花
」

に
着
目
し
、
各
々
の
花
特
有
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
勘
案
し
な
が
ら
、
色
彩
の
意
味
を

闡
明
す
る
。
先
ず
名
称
の
有
無
に
よ
っ
て
二
分
し
、
前
稿
の
⑴
～
⑶
に
お
い
て
名
称

無
き
「
花
」
の
中
で
、「
野
花
」「
幽
花
」「
閑
花
」「
落
花
」
に
つ
い
て
特
質
を
審
究

し
た
。
そ
の
結
果
、「
花
」
に
冠
す
る
各
詩
語
が
漱
石
詩
の
独
自
性
に
裨
益
し
て
お

り
、
そ
れ
は
彼
の
「
花
」
へ
の
思
い
入
れ
の
深
さ
に
根
差
し
て
い
る
。
漱
石
自
ら
の

感
慨
や
思
念
を
託
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
と
信
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
可
能
だ
っ
た

と
論
じ
た
。「
花
」
は
、
漱
石
を
詩
作
に
い
ざ
な
い
、
興
趣
を
増
し
、
詩
想
を
深
め
、

詩
境
を
構
築
す
る
。
漱
石
の
詩
作
表
現
の
要
の
一
つ
と
看
做
し
て
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
本
稿
⑷
で
は
名
称
あ
る
「
花
」
の
中
で
、
黄
色
い
花
を
俎
上
に
載
せ
て
、

「
黄
」
の
意
味
を
考
覈
す
る
。

な
お
底
本
、
参
考
文
献
な
ど
の
基
本
情
報
は
第
一
章
の
注
（
1
）
に
拠
り
、
必
要

な
場
合
の
み
再
掲
す
る
。
ま
た
「
詩
題
」
が
「
無
題
」
の
場
合
は
、
す
べ
て
省
略
す

る
。
詩
題
や
引
用
文
が
長
文
か
難
解
な
場
合
は
書
き
下
し
文
に
す
る
が
、
原
文
は
、

紙
幅
の
都
合
で
省
略
す
る
。

⑷　

黄
色
い
「
花
」

1
「
菜
花
」
と
「
菜
花
黃
」

漱
石
詩
の
「
黄
」（
30
例
）
は
、
暖
色
の
中
で
最
多
を
占
め
、
熟
語
と
し
て
「
黄
」

が
形
容
す
る
対
象
次
第
で
、
多
様
な
意
味
を
表
す
。
す
で
に
49
詩
（
算
用
数
字
は
底

本
の
通
し
番
号
、
以
下
同
じ
）
の
「
黃
巻
」（
書
物
）
を
例
示
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
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空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
表
現
さ
れ
る
。
空
間
的
に
は
、
53
詩
「
黄
土　

千
秋　

得

質
を
埋
め
、
蒼
天　

万
古　

賢
者
を
照
ら
す
」（
七
律
頷
聯
）
と
詠
い
、「
蒼
天
」
の

対
語
と
し
て
、
天
地
対
の
「
地
」
を
広
大
無
辺
に
表
す
。「
黄
色
い
大
地
」
と
い
う

中
国
由
来
の
伝
統
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、「
蒼
」
と
の
色
彩
対
も
興
味
深
い
。「
天
」

は
漱
石
詩
の
関
鍵
な
の
で
、
後
に
詳
述
す
る
。
大
地
を
更
に
拡
大
し
た
の
が
、
91
詩

「
縹
渺
た
る
玄
黄
の
外
、
死
生　

交
ご
も
謝
す
る
時
」（
五
古
七
聯
第
一
聯
）
の
「
玄

黃
外
」
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
『
千
字
文
』
冒
頭
の
「
天
地
玄
黃
、
宇
宙
洪
荒
」
を

祖
述
し
て
、
茫
漠
た
る
宇
宙
的
空
間
を
表
す
。
伊
豆
の
吐
血
後
の
死
と
生
の
あ
わ
い

を
漂
流
す
る
状
況
を
詠
う
。
そ
れ
に
対
し
て
145
詩
「
黄
塵　

自
ら
有
り
山
を
買
ふ
の

銭
」（
七
律
第
二
句
）
は
世
俗
の
大
地
、
俗
塵
の
意
で
あ
る
。
時
間
的
意
味
と
し
て

は
、「
黄
昏
」
を
挙
げ
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
た
そ
が
れ
ど
き
を
意
味
し
な
が
ら
、
対

語
と
し
て
は
84
詩
「
絳
血
」
や
178
詩
「
緑
影
」
と
い
う
色
彩
語
を
措
い
て
お
り
、
色

彩
語
の
機
能
を
も
含
ま
せ
る
。
そ
の
他
151
詩
「
黃
髯
」
は
、「
白
首
」
な
ど
と
同
様
、

老
齢
を
意
味
す
る
。
時
間
的
表
現
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
中
で
植
物
に
も
用
い

て
お
り
、
本
論
で
は
黄
色
い
「
花
」
を
対
象
に
論
述
す
る
。

先
ず
拙
論
第
二
章
冒
頭
で
引
い
た
初
期
の
作
10
詩
（『
七
草
集
』
評
よ
り
」
其
二
、

明
治
二
十
二
年
五
月
、
七
絶
）
に
詠
わ
れ
る
菜
の
花
が
想
起
さ
れ
る
。「
麥
緑
菜
黄　

吟　

尽
き
ん
と
欲
し
、
又
逢
ふ　

紅
蓼
白
蘋
の
秋
」（
転
結
句
）
と
季
節
の
推
移
の

中
で
、
春
を
象
徴
す
る
。
七
言
絶
句
の
二
句
十
四
字
の
中
に
色
彩
を
冠
し
た
植
物
八

字
を
詠
み
こ
む
と
い
う
破
天
荒
な
試
み
で
あ
る
。
作
品
の
評
価
は
さ
て
置
き
、
漱
石

が
早
く
か
ら
漢
詩
に
お
け
る
色
彩
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
論
じ
た
。
彼
は

『
文
学
論
』（
全
集
巻
十
四
、
以
下
「
全
集
」
を
省
略
）
に
お
い
て
も
詩
の
基
本
的
成

分
と
し
て
色
彩
を
指
摘
し
、
右
の
四
字
熟
語
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
「
紅
蓼
白
蘋
」
の

四
字
句
は
、
唐
代
の
3
例
か
ら
始
ま
り
、
北
宋
に
入
る
と
司
馬
光
や
張
耒
の
作
な
ど

対
句
も
含
め
れ
ば
、
100
例
を
超
す
の
に
対
し
て
、「
麥
緑
菜
黃
」
は
管
見
の
限
り
、
清

代
の
4
首
に
限
ら
れ
る（

1
）。

し
た
が
っ
て
「
麥
緑
菜
黃
」
は
、
漱
石
の
造
語
と
ま
で
は

い
え
な
い
が
、
彼
の
愛
好
の
反
映
と
看
做
せ
よ
う
。
10
詩
に
即
し
て
い
え
ば
、
子
規

が
『
七
草
集
』
を
編
む
た
め
に
借
り
た
部
屋
に
近
い
墨
田
川
辺
の
実
景
か
も
し
れ
な

い
。
眼
前
に
広
が
る
麦
畑
は
、
春
風
に
靡
く
よ
う
に
緑
の
漣
を
寄
せ
て
は
返
し
、
菜

の
花
の
黄
色
い
花
び
ら
も
ひ
ら
ひ
ら
翻
っ
て
蝶
々
を
招
き
寄
せ
る
。
光
溢
れ
る
春
の

景
観
は
、
若
き
漱
石
の
審
美
観
を
如
実
に
表
す
。
も
っ
と
も
「
菜
黄
」
に
つ
い
て
は
、

留
学
前
の
熊
本
時
代
に
68
詩
「
菜
花
黃
」（
明
治
三
十
一
年
三
月
、
五
古
六
韻
）
と

題
す
る
印
象
的
な
作
が
あ
る
。

　

①
菜
花
黃
朝
暾　
　
　

菜
花　

朝ち
ょ
う
と
ん暾

（
朝
日
）
に
黄
に

　

②
菜
花
黃
夕
陽　
　
　

菜
花　

夕
陽
に
黄
な
り

　

③
菜
花
黃
裏
人　
　
　

菜
花　

黄
裏
の
人

　

④
晨
昏
喜
欲
狂　
　
　

晨
昏　

喜
び
て
狂
は
ん
と
欲
す

　

⑤
曠
懷
隨
雲
雀　
　
　

曠
懐　

雲
雀
（
ひ
ば
り
）
に
随
ひ

　

⑥
沖
融
入
彼
蒼　
　
　

沖ち
ゅ
う

融ゆ
う

（
穏
や
か
な
気
分
に
包
ま
れ
て
）　

彼
の
蒼
に
入
る

　

⑦
縹
渺
近
天
都　
　
　

縹
渺
と
し
て
天
都
に
近
く

　

⑧
迢
遞
凌
塵
鄕　
　
　

迢ち
ょ
う
て
い逓

と
し
て
（
は
る
か
に
遠
い
さ
ま
）
塵
郷
を
凌
ぐ

　

⑨
斯
心
不
可
道　
　
　

斯
の
心　

道い

ふ
可
か
ら
ず

　

⑩
厥
樂
自
潢
洋　
　
　

厥
の
楽
し
み　

自
ら　

潢
洋
た
り

　

⑪
恨
未
化
爲
鳥　
　
　

恨
む
ら
く
は　

未
だ
化
し
て
鳥
と
為
り

　

⑫
啼
盡
菜
花
黃　
　
　

菜
花
の
黄
を
啼
き
尽
く
さ
ざ
る
を

一
見
、
う
ら
ら
か
な
春
景
色
を
詠
う
よ
う
で
、
そ
の
実
、
幾
つ
か
の
疑
問
が
浮
か

文
学
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紀
要
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ん
で
く
る
。
ま
ず
は
詩
題
「
菜
花
黃
」
と
い
う
三
語
へ
の
違
和
感
で
あ
る
。
な
ぜ

「
菜
花
」
で
は
な
い
の
か
。
こ
こ
に
漱
石
の
色
彩
（「
黄
」）
へ
の
拘
り
を
認
め
る
の

は
吝
か
で
は
な
い
。
だ
が
安
定
感
の
あ
る
二
語
の
熟
語
に
、
な
ぜ
取
っ
て
付
け
た
よ

う
に
「
黄
」
が
加
わ
る
の
か
。「
菜
花
」
に
「
黄
」
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
よ
う
で
、

不
安
定
な
違
和
感
を
拭
え
な
い
の
で
あ
る
。
最
初
の
疑
問
で
あ
る
。

二
番
目
の
疑
問
は
、
④
「
狂
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
当
該
作
は
一
韻
（
下
平
七
韻
）

到
底
格
の
作
だ
が
、
内
容
的
に
三
段
落
に
分
か
れ
る
。
最
初
の
①
～
④
は
、
菜
の
花

が
朝
な
夕
な
春
の
光
を
浴
び
て
黄
色
く
輝
き
、
詩
人
は
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
黄
一
色

の
中
で
、
嬉
し
く
て
気
が
お
か
し
く
な
り
そ
う
だ
と
表
白
す
る
。
次
い
で
⑤
～
⑧
は
、

ひ
ば
り
の
囀
り
に
導
か
れ
て
心
の
び
の
び
と
解
き
放
た
れ
、
高
く
高
く
飛
ん
で
真
っ

青
に
広
が
る
大
空
に
ゆ
っ
た
り
と
入
っ
て
行
く
。
最
後
は
湧
き
お
こ
る
楽
し
さ
を
享

受
し
つ
つ
、
一
層
の
喜
び
を
極
め
尽
く
し
た
い
願
望
を
吐
露
す
る
。　

こ
の
展
開
の
中
で
、
最
初
は
軽
快
に
リ
フ
レ
イ
ン
す
る
楽
府
的
調
子
が
、
詩
人
の

弾
む
よ
う
な
心
情
を
伝
え
る
が
、
な
ぜ
か
常
軌
を
逸
す
る
喜
び
よ
う
で
あ
る
。
彼
が

内
奥
に
マ
グ
マ
の
よ
う
な
激
情
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
「
狂
」
が
示
唆
す
る
。
こ
れ

を
如
何
に
解
す
べ
き
か
。
ほ
か
に
も
突
如
出
現
す
る
「
雲
雀
」
の
意
味
や
、
最
後
の

転
生
願
望
も
看
過
し
難
い
が
、
今
号
で
は
主
に
右
の
二
つ
の
疑
問
を
考
究
す
る
。

ま
ず
は
「
菜
花
」
と
「
菜
花
黃
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
菜
花
」
の
先
例
を
挙

げ
る
。
管
見
の
限
り
、
唐
以
前
に
は
見
当
た
ら
ず
、
唐
代
で
も
2
例
に
限
ら
れ
、
宋

代
に
増
え
て
い
く
。
嚆
矢
は
中
唐
・
劉
禹
錫
（
七
七
二
～
八
四
二
）「
再
び
玄
都
観

に
遊
ぶ
絶
句
并
び
に
引
」（
七
絶
、
以
下
「
再
遊
詩
」
と
称
す（

2
））、

次
い
で
晩
唐
・
温

庭
筠
（
八
一
二
？
～
八
七
〇
？
）「
灃
曲
の
僧
舎
に
宿
す
」（
五
律
）
で
あ
る
。
劉
の

「
再
遊
詩
」
は
以
下
の
通
り
。

　
　

百
畝
中
庭
半
是
苔　
　
　

百
畝
中
庭　

半
ば
是
れ
苔

　
　

桃
花
淨
盡
菜
花
開　
　
　

桃
花
は
浄す

べ

て
尽
き
て　

菜
花
開
く

　
　

種
桃
道
士
歸
何
處　
　
　

桃
を
植
ゑ
し
道
士　

何
処
に
か
帰
り

　
　

前
度
劉
郎
今
又
來　
　
　

前
度
の
劉
郎　

今
又
来
た
る

詩
題
の
「
玄
都
観
」
は
、
都
長
安
城
の
中
央
を
南
北
に
貫
く
朱
雀
門
街
に
あ
る
道

教
寺
院
で
、
皇
城
（
官
庁
街
）
の
正
門
に
近
い
位
置
は
、
宗
教
的
ひ
い
て
は
政
治
的

重
要
性
を
物
語
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
玄
都
観
が
単
に
桃
の
名
所（

3
）と

い
う
だ
け
で

は
な
い
の
で
、
留
意
し
て
お
く
。

該
詩
に
は
、
比
較
的
長
い
序
（「
引
」）
が
あ
り
、
作
詩
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（　

）
内
に
論
者
の
補
足
を
交
え
て
梗
概
を
記
す
。

　

�　

徳
宗
の
貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）、
工
部
の
屯
田
員
外
郎
（
従
六
品
上
）
の

頃
、
玄
都
観
に
、
ま
だ
花
は
無
か
っ
た
。
こ
の
年
、
連
州
（
広
東
省
）
刺
史
に
、

程
な
く
朗
州
（
湖
南
省
）
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
。
十
年
後
、
都
に
戻
る
と
、
玄

都
観
の
道
士
が
「
仙
桃
」
を
植
え
て
、「
満
観
紅
霞
の
如
し
」
と
言
う
の
を
聞

い
た
の
で
、「
前
篇
」
を
詠
じ
た
。
と
こ
ろ
が
す
ぐ
に
地
方
に
出
さ
れ
て
十
四

年
間
、
地
方
を
転
々
と
し
た
が
、
今
、
礼
部
主
客
老
中
（
従
五
品
上
）
と
な
っ

て
都
に
戻
り
、
こ
の
道
観
を
再
訪
し
た
と
こ
ろ
、
桃
の
木
は
一
本
も
な
く
、
た

だ
「
兎と

き葵
」
と
「
燕
麦
」
が
春
風
に
揺
れ
て
い
る
だ
け
だ
。

劉
の
三
十
代
前
半
か
ら
二
十
四
年
間
の
官
歴
が
さ
り
げ
な
く
略
述
さ
れ
て
い
る

が
、
現
実
は
浮
沈
の
大
波
に
翻
弄
さ
れ
て
い
た
。
特
に
冒
頭
の
貞
元
二
十
一
年
は
、

彼
の
官
歴
に
致
命
的
打
撃
を
与
え
た
年
で
あ
っ
た
。
徳
宗
が
崩
御
し
、
順
宗
が
即
位

し
た
も
の
の
、
病
弱
に
つ
け
こ
ま
れ
て
八
ヶ
月
で
退
位
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
憲
宗
に

位
を
譲
っ
た
激
動
の
年
で
あ
る
。
徳
宗
朝
末
期
の
政
治
改
革
を
試
み
た
王
叔
文
・
王

夏
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伾
（
二
王
）
を
中
心
と
す
る
若
手
官
僚
八
人
が
、
憲
宗
践
祚
の
半
年
後
、
一
斉
に
左

遷
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
劉
が
含
ま
れ
て
い
た
。
軍
事
権
を
も
有
す
る
宦
官
の
専
横

や
塩
鉄
使
と
し
て
賄
賂
を
要
求
す
る
官
僚
の
不
正
な
ど
の
腐
敗
堕
落
を
正
さ
ん
と
す

る
改
革
で
あ
っ
た
が
、
既
得
権
益
を
失
う
輩
に
と
っ
て
は
、
活
路
を
断
た
れ
る
恐
怖

で
あ
り
、
左
遷
決
定
は
死
力
を
尽
く
し
て
の
反
撃
で
あ
っ
た
。
世
に
い
う
「
八
司
馬

の
変
」
で
あ
る
。
韓
愈
『
順
宗
実
録
』
を
初
め
、
現
代
の
再
評
価
に
至
る
ま
で
多
く

の
記
述
や
言
説
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
譲
る（

4
）。

厳
罰
を
受
け
た
劉
ら
は
十
年
と
い

う
異
例
の
長
期
貶
謫
を
経
て
、
よ
う
や
く
都
に
召
喚
さ
れ
た
。
そ
の
際
詠
ん
だ
の
が
、

右
の
「
前
篇
」
す
な
わ
ち
「
元
和
十
年
、
朗
州
自よ

り
召
を
承
け
て
京
に
至
り
、
戯
れ

に
花
を
看
る
諸
君
子
に
贈
る
」（
七
絶
、
巻
二
十
四
）
で
あ
る
。『
唐
詩
選
』
巻
七
や

晩
唐
・
孟
棨
『
本
事
詩
』
事
感
篇
に
も
採
ら
れ
て
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
作
で
、

「
諸
君
子
」
と
は
、
同
じ
く
都
に
召
喚
さ
れ
た
柳
宗
元
（
七
七
三
～
八
一
九
）
や
韓

泰
、
韓
曄
、
陳
謙
ら
改
革
の
同
志
た
ち
で
あ
る
。

�「
紫
陌
の
紅
塵　

面
を
払
ひ
て
来
り
、
人
と
し
て
道い

は
ざ
る
は
無
し　

花
を
看
て

回
る
と
。
玄
都
観
裏　

桃
千
樹
、
尽
く
是
れ
劉
郎
去
り
て
後
に
栽
う
」

冒
頭
は
濃
厚
な
色
彩
を
用
い
て
都
の
賑
わ
い
を
華
麗
に
表
現
す
る
。「
紫
」
は
紫

微
宮
（
天
帝
の
居
城
）
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
天
子
を
想
起
さ
せ
る
色
、
よ
っ
て

「
紫
陌
」
は
皇
城
に
近
い
朱
雀
門
街
を
意
味
す
る
。「
玄
都
観
」
は
、「
西
第
一
街
」
の

崇
業
坊
（
朱
雀
門
か
ら
数
え
て
五
番
目
、
清
・
徐
松
『
唐
兩
京
城
坊
攷
』
巻
四
）
に

属
し
、
都
大
路
を
挟
ん
だ
東
側
の
大
興
善
寺
、
す
な
わ
ち
隋
以
来
の
国
寺
と
相
対
し

て
い
る
。
両
寺
院
は
東
西
相
対
称
に
位
置
し
、
宗
教
的
重
要
性
の
み
な
ら
ず
、
政
治

的
権
力
と
も
深
い
関
わ
り
を
誇
示
し
た（

5
）。

す
な
わ
ち
玄
都
観
は
単
な
る
桃
の
名
所
で

も
、
宗
教
的
寺
院
で
も
な
く
、
政
治
権
力
の
象
徴
た
る
ト
ポ
ス
で
あ
っ
た
。
そ
の
名

を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
暗
黙
の
内
に
、
奥
に
存
す
る
「
皇
城
」
が
浮
上
し
、
当
事

者
に
は
政
治
権
力
の
中
枢
に
お
け
る
暗
闘
の
渦
を
連
想
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

「
紅
塵
」
の
「
紅
」
は
、
承
句
の
「
花
」、
転
句
の
「
桃
千
樹
」
と
呼
応
し
て
、
紅

の
花
吹
雪
が
舞
う
よ
う
だ
。
だ
が
大
勢
の
花
見
客
が
立
て
る
「
塵
」
が
舞
い
上
が
る

や
、
た
ち
ま
ち
現
実
的
世
俗
性
が
露
呈
す
る
。
顔
面
を
撫
で
る
よ
う
に
降
り
か
か
る

花
吹
雪
も
「
拂
面
来
」
と
い
う
、
何
気
な
い
棘
が
次
第
に
露
わ
に
な
っ
て
い
く
よ
う

だ
。
守
旧
派
は
、
そ
こ
に
つ
け
込
ん
だ
。
劉
は
「
桃
花
」
と
い
う
糖
衣
で
包
み
つ
つ

物
申
し
た
が
、
保
守
勢
力
は
そ
の
糖
衣
を
剥
ぎ
取
る
よ
う
に
し
て
彼
を
追
放
し
た
。

該
詩
は
当
代
の
繁
栄
へ
の
違
和
感
を
詠
う
と
非
難
し
て
、
劉
を
す
ぐ
に
播
州
（
貴
州
）

刺
史
へ
と
飛
ば
し
た
の
で
あ
る
。

該
詩
の
前
後
二
篇
に
つ
い
て
、
典
故
な
ど
贅
言
は
省
い
て
二
篇
を
比
較
す
れ
ば
、

「
桃
」
の
有
無
を
対
比
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
俗
界
の
栄
枯
盛
衰
、
今
昔
無
常
の
感

慨
を
表
現
し
て
い
る
。
後
篇
の
「
桃
花
」
の
消
失
は
、
前
篇
の
「
桃
千
樹
」
す
な
わ

ち
繁
栄
を
謳
歌
し
た
当
時
の
権
力
者
の
姿
が
消
え
た
こ
と
を
寓
し
て
い
る
。
か
の
守

旧
派
宰
相
の
武
元
衡
が
暗
殺
さ
れ
る（

6
）と

い
う
中
唐
の
政
治
的
暗
部
を
象
徴
す
る
事
件

（
元
和
十
年
六
月
三
日
）
な
ど
も
脳
裏
を
掠
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
仙
郷
と

い
う
中
国
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
象
徴
で
あ
る
「
桃
花
」
が
、
こ
こ
で
は
皮
肉
に
も
権
力

の
象
徴
と
い
う
寓
意
を
託
さ
れ
た
。
消
え
た
「
桃
花
」
に
代
わ
っ
て
出
現
し
た
の
が

「
菜
花
」
で
あ
る
（「
再
遊
」
詩
②
「
桃
花
淨
盡
菜
花
開
」）。
た
だ
し
「
引
」
に
拠
れ

ば
、
そ
れ
は
所
謂
、
黃
色
い
「
菜
の
花
」（
現
在
の
分
類
で
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
ア
ブ
ラ

ナ
属
の
花
の
総
称
。
黃
の
ほ
か
に
紫
、
白
も
あ
る
が
、
以
下
、
黄
色
を
指
す
）
で
は

な
く
、「
燕
麦
」
と
「
兎
葵
」
の
花
と
い
う
。

「
燕
麦
」
は
、
畑
の
雑
草
か
ら
作
物
化
し
た
中
央
ア
ジ
ア
原
産
の
イ
ネ
科
の
植
物
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だ
が
、
明
・
李
自
珍
『
本
草
綱
目
』
巻
二
十
二
に
拠
れ
ば
「
雀
麦
」
と
も
称
し
、「
此

は
野
麦
な
り
。
燕
雀
の
食
ふ
所
、
故
に
名
づ
く
」
と
い
う
。「
菜
」
は
、
食
用
と
い

う
意
味
で
、
現
代
中
国
語
も
「
料
理
」
を
意
味
し
、
家
畜
の
飼
料
は
も
と
よ
り
、

オ
ー
ト
ミ
ー
ル
の
原
材
料
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
だ
が
、
当
時
、
一
般
的
に
は
人

間
の
食
材
と
は
看
做
さ
れ
ず
、「
野
燕
麦
」
と
も
称
さ
れ
る
野
草
で
あ
っ
た
。
丈
は

一
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
と
い
う
。
た
だ
毒
性
も
無
く
、
飢
饉
の
際
に
は
食
さ
れ
た

の
で
、「
菜
」
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
花
は
、
初
夏
、
茎
頂
に
円
錐
形
の
花
序
を

つ
け
小
穂
が
下
に
垂
れ
る
。
現
今
の
図
鑑
で
見
て
も
、
茎
と
同
じ
薄
緑
色
で
花
と
気

が
付
か
な
い
ほ
ど
地
味
で
あ
る
。

一
方
、「
兎
葵
」
は
「
イ
エ
ニ
レ
」
の
異
名
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
現
在
で

は
「
ウ
サ
ギ
ア
オ
イ
」
と
し
て
、
ア
オ
イ
科
ア
オ
イ
目
に
属
す
。
直
立
性
の
茎
を
有

し
、
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
高
さ
ま
で
伸
び
る
。
花
は
、
四
～
六
ミ
リ
の
小
さ
い
花
弁

で
、
白
あ
る
い
は
ピ
ン
ク
色
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
巻
一
六
で
は
、
諸
説
を
列
挙

す
る（

7
）。「

花
は
白
く
梅
に
似
た
り
、
其
の
茎
は
紫
黒
」、
沢
や
田
に
生
え
、
六
、七
月

に
は
茎
と
葉
を
乾
燥
さ
せ
て
薬
用
に
す
る
と
い
う
。『
爾
雅
』
郭
璞
注
や
、
北
宋
・
寇こ

う

宗そ
う

奭せ
き

『
本
草
衍
義
』
の
「
緑
葉
は
黄
蜀
葵
（
タ
チ
ア
オ
イ
）」
の
よ
う
で
、
花
は
「
拒

霜
（
モ
ク
レ
ン
）
に
似
る
」
な
ど
も
引
く
。
李
時
珍
の
案
語
で
は
「
天
葵
（
ツ
ル
ク

サ
）」
の
異
名
や
解
毒
作
用
な
ど
も
記
す
。
だ
が
結
局
、
劉
詩
の
時
代
で
は
何
を
指

す
か
判
然
と
し
な
い
。

こ
こ
で
は
や
は
り
「
燕
麦
」
と
の
並
記
に
即
し
て
、
詩
篇
中
の
「
兎
葵
燕
麦
」
四

字
句
の
用
例
を
調
査
す
る
。
北
宋
か
ら
用
い
ら
れ
て
80
首
を
超
え
る
が
、
劉
詩
に
近

い
北
宋
初
期
の
作
を
挙
げ
る
。
北
宋
・
李
之
儀
（
一
〇
三
八
～
一
一
一
七
）「
題
柳

氏
園
」（
七
絶
、『
姑
溪
居
士
後
集
』
巻
十
一
）
で
あ
る
。
該
詩
の
背
景
や
詳
細
は
不

明
だ
が
、
起
承
句
で
、「
昔
年
」
の
「
芳
叢
」
に
恵
ま
れ
た
庭
園
が
今
や
荒
れ
果
て

て
い
る
様
を
描
き
、
転
結
句
で
「
惜
し
む
可
し　

穠じ
ょ
う

華か　
（
満
開
の
花
）
倶
に
地
を

掃
ひ
、
兎
葵
燕
麦　

自
ら
春
風
」
と
詠
う（

8
）。「

穠
花
」
は
、「
桃
花
」
と
限
定
さ
れ
て

い
な
い
け
れ
ど
、
劉
詩
「
引
」
の
「
重
遊
玄
都
観
、
蕩
然
無
一
樹
。
唯
兎
葵
燕
麦
動

揺
於
春
風
耳
」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
潘
富
俊
『
成
語
植
物

圖
鑑
』
は
、「
兎
葵
燕
麦
」
の
出
典
と
し
て
劉
詩
と
と
も
に
李
之
儀
詩
を
載
せ
て
、

「
荒
涼
蕭
條
的
景
象
（
荒
れ
果
て
て
侘
し
い
叙
景
描
写
）」
で
あ
り
、
昔
を
偲
ん
で
悲

嘆
に
暮
れ
る
表
現
と
評
す（

9
）。

し
た
が
っ
て
「
再
遊
」
詩
の
「
菜
花
」
は
、「
燕
麦
」

の
花
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、「
兎
葵
」
も
含
め
て
無
名
の
雑
草
に
混
じ
っ
て
咲
く

野
生
の
地
味
な
花
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
が
一
メ
ー
ト
ル
に
も
伸
び
、
丈
高
く
広

く
繁
茂
し
て
風
に
揺
れ
れ
ば
、「
荒
涼
蕭
條
」
た
る
景
観
と
解
せ
る
だ
ろ
う
。
実
際

に
は
飼
料
や
解
毒
な
ど
の
効
能
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
世
に
知
ら
れ
る
こ
と

も
な
く
、
荒
れ
果
て
た
景
色
を
描
き
出
す
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
劉
詩
の
「
菜
花
」
は
所
謂
「
菜
の
花
」
で
は
な
く
、「
兎
葵
燕
麦
」

な
ど
の
雑
草
を
指
し
て
荒
涼
た
る
景
観
を
描
出
し
て
お
り
、
爾
来
、
そ
れ
が
「
菜
花
」

の
意
味
の
一
つ
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

唐
代
2
例
の
も
う
一
つ
の
作
で
あ
る
温
庭
筠
詩
「
宿
灃
曲
僧
舎
」（
五
律
）
の
「
菜

花
」
は（

10
）、

果
た
し
て
如
何
か
。「
灃
曲
」
と
は
、
秦
嶺
山
（
陝
西
省
長
安
県
西
南
）

に
源
を
発
す
る
灃
水
の
湾
曲
し
た
岸
辺
で
、
そ
こ
に
建
つ
寺
院
の
宿
坊
で
の
作
。
首

聯
は
「
東
郊　

和
気
新
た
な
り
、
芳
靄　

遠
く
塵
の
如
し
」
と
僧
舎
付
近
の
春
霞
に

包
ま
れ
た
穏
や
か
な
春
の
気
配
か
ら
詠
み
始
め
る
。
後
半
頸
尾
聯
⑤
～
⑧
は
「
沃
田

桑
景
の
晩
、
平
野　

菜
花
の
春
。
更
に
想
ふ　

厳
家
瀬
、
微
風　

白
蘋
を
蕩う

ご

か
す
」

と
詠
う
。
肥
沃
な
田
畑
を
夕
日
が
照
ら
す
日
暮
れ
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
平
原
に
咲
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き
誇
る
「
菜
花
」
に
は
、
清
新
な
春
の
息
吹
が
漲
っ
て
い
る
。
そ
の
光
景
を
眺
め
な

が
ら
、
詩
人
は
、
後
漢
初
期
の
隠
者
厳
光
に
思
い
を
馳
せ
る
。
同
門
だ
っ
た
劉
秀
が

光
武
帝
に
な
る
と
、
厳
は
身
を
隠
し
た
が
、
釣
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
出
さ
れ

て
何
度
も
政
治
参
加
を
求
め
ら
れ
た
。
だ
が
結
局
、
官
位
を
受
け
る
こ
と
な
く
田
畑

を
耕
し
、
八
十
歳
で
没
し
た
（『
後
漢
書
』
巻
八
三
、
逸
民
伝
）。
⑦
「
厳
家
瀬
」
と

は
、
厳
が
釣
り
を
し
て
い
た
場
所
（
浙
江
省
桐
廬
県
の
南
、
富
春
江
の
湖
畔
）。
温

庭
筠
は
、
微
風
に
揺
れ
る
水
草
（
白
蘋
）
を
眺
め
な
が
ら
、
厳
光
の
逸
民
と
し
て
の

生
き
様
を
想
起
し
て
、
感
慨
に
耽
る
。
温
は
若
年
か
ら
文
才
に
秀
で
た
が
、
素
行
が

悪
く
、
科
挙
の
試
験
場
で
意
識
的
に
不
正
を
す
る
な
ど
度
々
物
議
を
醸
し
た（

11
）。

そ
れ

は
晩
唐
の
腐
敗
し
た
士
大
夫
階
級
へ
の
不
信
と
挑
発
と
解
さ
れ
る
が
、
結
局
、
進
士

科
に
及
第
す
る
こ
と
も
無
く
、「
流
落
し
て
死
せ
り
」
と
い
う
。
い
わ
ば
、
覚
悟
の

無
頼
の
徒
だ
っ
た
。
末
句
の
「
白
蘋
」
は
、
水
の
面
で
揺
れ
て
、
滅
び
が
近
づ
く
晩

唐
の
世
の
不
安
定
さ
の
比
喩
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
劉
詩
の
影
響
（「
兎
葵

燕
麦
動
揺
於
春
風
耳
」）
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
逆
に
そ
れ
故
に
眼
前
に
は
、
晩
唐
の

乱
世
を
忘
れ
さ
せ
る
長
閑
で
平
和
な
野
原
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

落
差
が
切
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
和
気
」
に
包
ま
れ
た
春
景
色
の
「
菜
花
」
は
、
春

の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
黄
色
い
菜
の
花
と
認
め
ら
れ
よ
う
。「
桑
」
の
緑
そ
し
て
、

「
白
蘋
」
の
白
と
色
彩
的
に
も
相
呼
応
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
「
菜
花
」
は
、
所
謂

「
菜
の
花
」
の
淵
源
と
看
做
さ
れ
よ
う
。
宋
代
に
至
る
と
、「
蝴
蝶　

双
双　

菜
花
に

入
る
」（
范
成
大
「
四
時
田
園
雑
興
」
六
十
首
其
十
五
、七
絶
起
句
）
や
「
児
童　

急

走
し
て
黃
蝶
を
追
ふ
も
、
菜
花
に
飛
び
入
り
て
尋
ぬ
る
処
無
し
」（
楊
万
里
「
宿
新

市
徐
公
店
」
二
首
其
一
、七
絶
）
の
よ
う
に
蝶
が
舞
い
遊
ぶ
菜
の
花
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
定
着
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
唐
代
に
生
ま
れ
た
詩
語
の
「
菜
花
」
に
は
、
二
種
が
認
め
ら
れ

る
。
作
品
に
よ
っ
て
は
重
な
る
要
素
は
あ
る
に
し
て
も
、
一
は
、
荒
涼
た
る
景
観
を

表
現
す
る
野
草
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
鮮
や
か
な
黄
色
に
染
ま
る
菜
の
花
で
あ
る
。

こ
こ
に
「
菜
花
黄
」
が
成
立
す
る
理
由
を
見
出
し
得
る
。
も
し
「
菜
花
」
が
「
菜
の

花
」
の
み
を
指
す
な
ら
ば
、
敢
え
て
「
黃
」
を
付
加
す
る
必
要
は
無
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
春
の
季
語
と
し
て
の
美
や
「
和
気
」、
生
命
力
な
ど
の
特
質
を
よ
り
強
調
す

る
場
合
に
は
、
荒
廃
を
意
味
す
る
野
草
、
雑
草
と
明
確
に
区
別
す
る
た
め
に
、「
黃
」

を
付
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
漱
石
が
「
菜
花
黄
」
を
採
用
し
た
意

図
が
よ
り
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

「
菜
花
黄
」
三
語
は
、
管
見
の
限
り
、
唐
末
～
五
代
の
詩
僧
斉
己
（
八
六
四
？
～

九
四
三
？
）
の
作
「
題
梁
賢
巽
公
房
」（
七
律（

12
））

を
嚆
矢
と
し
て
、
宋
代
に
増
え
て

い
く
。
斉
己
詩
の
正
確
な
成
立
時
期
や
背
景
は
不
明
だ
が
、「
巽
公
房
」
と
は
、
斉

己
が
五
代
後
梁
時
代
か
ら
僧
正
と
し
て
居
住
し
た
龍
興
寺
（
湖
北
省
江
陵
）
の
嘗
て

の
住
持
で
あ
っ
た
巽
上
人
の
僧
房
と
考
え
ら
れ
る
。
首
聯
は
「
呉
王
廟
側
に
高
房
有

り
、
簾
影　

南
軒　

日
正
に
長
し
」
と
歴
史
的
霊
廟
の
傍
ら
に
建
つ
旧
僧
房
を
、
時

間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
日
差
し
が
静
か
に
包
む
と
詠
い
始
め
る
。
次
い
で
頷
聯
③
④

に
色
彩
と
植
物
を
用
い
た
対
句
が
描
か
れ
る
。「
苑
を
吹
く
野
風　

桃
葉
碧
に
し
て
、

畦
を
圧
す
春
露　

菜
花
黄
な
り
」。「
桃
」
と
「
菜
花
」
の
対
比
は
劉
詩
を
継
承
す
る

が
、
野
原
の
緑
を
運
ぶ
よ
う
に
し
て
吹
い
て
く
る
風
が
桃
の
葉
の
緑
を
深
く
し
、
田

畑
を
し
と
ど
潤
す
露
が
、
菜
の
花
の
黄
色
を
鮮
や
か
に
輝
か
す
。
こ
れ
は
荒
寥
と
し

た
叙
景
と
は
言
い
難
い
。
さ
り
な
が
ら
末
句
は
、「
寺
門
の
松
折
れ　

社
僧
亡
し
」
と

詠
じ
て
今
昔
無
常
の
感
概
で
結
ん
で
い
る
。
主
旋
律
と
し
て
は
、
劉
詩
、
李
之
儀
詩

の
荒
寥
感
を
祖
述
し
つ
つ
、
菜
の
花
の
黄
色
が
自
然
の
生
命
力
を
表
現
し
て
、
人
生

文
学
部
紀
要
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の
儚
さ
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
人
間
と
自
然
と
の
対
比
を
も
視
野
に
入
れ
る
作
と
い

え
よ
う
。
そ
れ
は
漱
石
の
「
菜
花
黃
」
の
「
黃
」
の
強
調
に
通
じ
る
の
で
は
な
い
か
。

朝
な
夕
な
そ
の
黄
色
に
包
ま
れ
る
喜
び
を
、
彼
は
な
ぜ
か
狂
ほ
し
い
ば
か
り
に
嬉
し

い
と
表
白
し
た
。
次
に
そ
の
「
狂
」
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
。

2　
「
狂
」
に
つ
い
て

漱
石
詩
の
「
狂
」
は
、
68
詩
以
外
に
も
5
例
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
内
2
例
は
、

現
実
世
界
へ
の
痛
烈
な
批
判
で
あ
る
。
74
「
色
相
世
界　

狂
痴
を
現
ず
」（
明
治

三
十
三
年
、
七
律
第
二
句
）、
163
「
天
下　

何
ぞ
狂
へ
る　

筆
を
投
じ
て
起
つ
」（
大

正
五
年
、
以
下
「
没
年
」
と
称
す
。
九
月
十
三
日
、
七
律
第
五
句
）。
74
詩
は
英
国

留
学
直
前
熊
本
時
代
の
作
、
163
詩
は
明
暗
期
の
作
で
、
各
々
時
期
は
異
な
る
が
、
い

ず
れ
も
現
実
の
情
況
に
対
す
る
悲
憤
慷
慨
を
看
取
し
得
る
。
具
体
的
に
何
を
指
す
か

は
、
今
追
求
を
控
え
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
痛
罵
に
等
し
い
「
狂
」
の
否
定
的

意
味
を
確
認
す
る
に
止
め
る
。
残
り
の
3
例
は
、
い
ず
れ
も
自
身
の
こ
と
を
詠
む
。

最
初
に
見
え
る
の
は
、
房
総
へ
の
紀
行
詩
31
「『
木
屑
録
』
よ
り
」
其
十
四
「
自
嘲
、

木
屑
録
の
後
に
書
す
」（
明
治
二
十
二
年
九
月
、
七
律
首
聯
）「
白
眼　

甘
ん
じ
て
期

す　

世
と
疎
な
る
を
、
狂
愚　

亦
た
慵
し　

嘉
譽
を
買
ふ
に
」。
俗
世
の
評
価
を
求

め
る
こ
と
な
ど
、
考
え
る
だ
け
で
も
面
倒
な
自
分
を
「
狂
愚
」
と
表
す
。
翌
年
秋
の

箱
根
の
旅
で
の
作
46
「
送
友
到
元
函
根
」
其
三
（
七
絶
結
句
）「
狂
生　

国
を
出
で

て　

帰
る
を
知
ら
ず
」
は
「
国
」（
東
京
）
と
い
う
現
実
世
界
に
背
を
向
け
た
ま
ま

帰
ろ
う
と
し
な
い
己
の
姿
を
描
く
。
い
ず
れ
も
現
実
に
う
ま
く
適
応
で
き
な
い
屈
折

し
た
自
己
批
判
で
あ
る
。
最
後
は
明
暗
期
の
152
（
没
年
九
月
二
日
、
七
律
頷
聯
）「
曽

て
石
仏
に
参
じ
て　

無
法
を
聴
き
、漫み

だ

り
に
佯
狂
を
作
し
て　

世
規
（
世
間
の
規
律
）

を
冒
す
」
は
、
半
生
を
回
顧
し
て
②
「
指
頭　

明
月　

吾
が
痴
を
了
す
」（
己
の
愚

か
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
）
と
吐
露
し
、
そ
の
生
き
ざ
ま
を
「
佯
狂
」
と
告
白
す
る
。

「
愚
」「
痴
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
自
ら
の
至
ら
な
さ
を
「
狂
」
を
用
い

て
強
調
す
る
。
た
だ
し
「
佯
狂
」
と
い
う
語
の
奥
に
は
正
常
で
あ
る
冷
静
な
自
己
認

識
と
揺
る
ぎ
な
い
自
負
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
表
面
的
に
刃
を

己
に
向
け
た
だ
け
で
、
否
定
的
衣
を
偽
装
し
て
い
る
。
斯
様
な
中
で
、
唯
一
、
菜
花

の
「
狂
」
は
極
度
の
喜
び
を
直
截
に
表
現
す
る
。
そ
れ
を
如
何
に
解
す
べ
き
か
。

「
狂
」
は
、
中
国
古
代
か
ら
重
要
テ
ー
ゼ
と
し
て
意
識
さ
れ
、
秦
漢
以
降
も
文
学

は
無
論
、
歴
史
、
思
想
な
ど
他
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
も
一
つ
の
系
譜
を
形
成
す
る
。

諸
注
は
記
さ
な
い
が
、
右
の
「
狂
生
」「
佯
狂
」
に
も
典
拠
が
あ
り
、
表
面
的
負
の

意
味
の
ほ
か
に
、
正
の
要
素
も
認
め
ら
れ
る
。「
佯
狂
」
の
嚆
矢
に
挙
げ
ら
れ
る
代

表
的
人
物
の
一
人
が
、
箕
子
で
あ
る
。
箕
子
は
、
悪
名
高
き
殷
の
紂
王
の
「
諸
父

（
父
方
の
お
じ
）」
で
、
度
々
紂
の
非
道
を
戒
め
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
身
の
危
険

を
感
じ
て
奴
隷
と
な
り
（『
論
語
』「
微
子
」）、「
被
髪
し
て
佯
狂
す
」（『
楚
辭
』「
惜

誓
」）。
ざ
ん
ば
ら
髪
を
振
り
乱
し
、
狂
人
の
ふ
り
を
し
て
紂
を
欺
き
、
あ
く
ま
で
生

き
な
が
ら
え
た
。
人
間
と
し
て
の
誇
り
や
尊
厳
を
捨
て
て
「
佯
狂
」
と
い
う
自
己
否

定
の
虚
構
を
選
び
取
っ
た
の
で
あ
る
。
周
の
武
王
が
殷
を
滅
ぼ
し
た
後
、
武
王
に

よ
っ
て
朝
鮮
に
封
じ
ら
れ
て
善
政
を
施
し
た
と
い
う
（『
史
記
』「
宋
微
子
世
家
」）。

漱
石
の
愛
読
書
『
史
記
』
中
に（

13
）、

箕
子
が
か
つ
て
の
華
や
か
な
帝
都
殷
墟
を
通
り
か

か
り
、
そ
の
荒
廃
を
詠
ん
だ
「
麦
秀
歌
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
麦
秀　

漸
漸
た

り
、
禾
黍
（
イ
ネ
と
キ
ビ
）　

油
油
た
り
」
と
詠
い
、
亡
国
の
涙
を
流
す
。
前
掲
劉

詩
の
「
菜
花
」
が
「
燕
麦
」
を
指
す
こ
と
を
も
連
想
す
る
。

同
じ
く
「
諸
父
」
の
比
干
は
紂
を
諫
言
し
て
無
残
に
も
殺
さ
れ
た
。
紂
は
、
聖
人

夏
目
漱
石
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の
心
臓
に
は
七し

ち

竅き
ょ
う

（
七
つ
の
穴
）
が
あ
る
と
い
う
か
ら
、
そ
れ
を
見
た
い
と
比
干

の
胸
を
裂
い
た
と
あ
る
（『
史
記
』「
殷
本
紀
」）。
紂
の
悪
逆
無
道
を
物
語
る
逸
話
の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
残
酷
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
比
干
の
悲
劇
的
義
侠
心
が

際
立
つ
。
も
う
一
人
、
微
子
（
紂
の
庶
兄
）
が
お
り
、
彼
は
爵
位
を
捨
て
て
国
を

去
っ
た
。
殷
の
滅
亡
後
、
彼
も
周
の
武
王
に
よ
っ
て
初
代
宋
公
と
な
っ
た
（「
宋
微

子
世
家
」）。
三
人
三
様
の
生
死
で
あ
る
が
、
孔
子
は
と
も
に
「
三
仁
」、
す
な
わ
ち

三
人
と
も
仁
者
と
評
価
す
る
（「
微
子
」）。
孔
子
の
評
価
基
準
が
、
あ
く
ま
で
「
仁
」

で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
が（

14
）、

そ
の
結
果
、「
狂
」
に
対
す
る
忌
避
感
は
格
段
に
薄

ま
り
、
む
し
ろ
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
因
み
に
漱
石
は
明
治
四
十
二
年

九
月
二
十
九
日
、
満
州
、
朝
鮮
へ
の
旅
の
帰
路
、
平
壌
の
北
、
乙
密
台
の
下
に
あ
る

箕
子
廟
を
訪
れ
て
い
る
（
巻
二
十
『
日
記
』
五
）。
こ
の
事
実
は
、
朝
鮮
で
は
二
千

年
以
上
、
変
わ
ら
ず
箕
子
を
尊
崇
す
る
こ
と
を
証
し
、
同
時
に
漱
石
が
箕
子
故
事
に

関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
よ
う
。

「
狂
」
へ
の
肯
定
的
解
釈
は
、『
論
語
』
中
の
「
狂
狷
」、「
狂
簡
」
と
い
う
言
辞
に

も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

�「
中
行
を
得
て
之
と
与と

も

に
せ
ず
ん
ば
、
必
ず
や
狂
狷
か
。
狂
者
は
進
み
取
り
、
狷

者
は
為
さ
ざ
る
所
有
る
な
り
」（「
子
路
」）

「
中
行
」
は
『
論
語
』
中
、
唯
一
の
用
例
で
あ
る
が
、「
中
和
均
整
を
得
た
行
動
、

ま
た
そ
う
行
動
す
る
人
間
」
を
意
味
し
、「
中
庸
」
に
近
い
（
吉
川
幸
次
郎
『
論
語
』

訳
注（

15
））。『

禮
記
』
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、「
中
庸
」
は
儒
学
の
重
要
概
念
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
類
稀
な
「
中
行
」
の
人
物
が
見
当
た
ら
な
い
な
ら
ば
、「
狂
者
」「
狷

者
」
と
と
も
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
両
者
と
も
に
「
は
っ
き
り
し
た
主
体

性
を
持
つ
点
で
、
凡
庸
な
常
識
人
よ
り
は
、
す
ぐ
れ
て
い
る
」（
吉
川
）
か
ら
と
述

べ
る
。「
中
行
」
に
準
ず
る
者
と
い
う
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
孔
子
の
「
狂
」
に

対
す
る
寛
容
且
つ
柔
軟
な
肯
定
的
評
価
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。

孔
子
は
五
十
代
半
ば
を
過
ぎ
て
魯
を
去
り
、
主
な
弟
子
と
と
も
に
諸
国
遊
説
の
旅

に
出
る
。
だ
が
、
不
安
定
な
政
情
の
中
、「
陳
蔡
（
河
南
省
濮
陽
）
の
厄
」
で
知
ら

れ
る
危
機
的
状
況
に
陥
り
、
魯
に
帰
り
た
い
と
嘆
く
。「
帰
ら
ん
か
、
帰
ら
ん
か
。
吾

が
党
の
小
子
は
狂
簡
に
し
て
、
斐ひ

然ぜ
ん

と
し
て
（
あ
や
が
あ
っ
て
美
し
い
さ
ま
）
章
を

成
す
。
之
を
裁
す
る
所
以
を
知
ら
ず
」（「
公
冶
長
」）
と
。『
論
語
』
の
魅
力
の
一
つ

は
直
接
話
法
で
、
読
者
は
あ
た
か
も
孔
子
の
肉
声
を
聞
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
で
も
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
孔
子
の
悲
痛
な
嘆
声
「
歸
與
、
歸
與
」

が
響
い
て
く
る
。
唐
・
孔
頴
達
『
論
語
正
義
』
は
、
語
の
反
復
を
「
帰
ら
ん
と
欲
す

る
の
意
深
き
な
り
」
と
し
、「
簡
」
を
「
大
な
り
」
と
注
記
す
る
。「
小
子
」
は
積
極

的
に
「
大
道
」
を
求
め
よ
う
と
す
る
が
、
例
え
れ
ば
、
文
様
の
美
し
い
生
地
を
手
に

す
る
だ
け
で
仕
立
て
上
げ
る
術
を
知
ら
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
自
分
が
魯
に

帰
っ
て
指
導
す
べ
き
だ
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
一
般
的
に
「
狂
生
」
の
典
故
と
し
て

は
、
高
祖
劉
邦
の
配
下
に
な
る
前
の
酈れ

き

食い

其き

や
曹
操
に
仕
え
る
前
の
仲
長
統
な
ど
が

知
ら
れ
る
が（

16
）、

右
の
「
小
子
」
こ
そ
「
狂
生
」
の
淵
源
と
い
え
ま
い
か
。�

孟
子
は
こ
の
件く

だ
り

を
門
人
の
万
章
に
尋
ね
さ
せ
て
、
自
ら
の
見
解
を
開
陳
す
る

（「
盡
心
下
」）。「
何
を
以
て
之
を
狂
と
謂
ふ
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
孟
子
は

「
其
の
志
嘐こ

う

嘐こ
う

然ぜ
ん

（
言
う
こ
と
が
大
き
い
さ
ま
）
た
れ
ば
な
り
」
と
答
え
る（

17
）。

彼
ら

は
言
行
不
一
致
で
は
あ
る
が
、
大
志
を
抱
く
輩
だ
か
ら
と
聊
か
辛
辣
な
口
調
で
あ
る
。

た
だ
そ
の
後
に
、
郷
原
と
い
う
人
物
を
「
徳
の
賊
」
と
し
て
挙
げ
る
。「
流
俗
に
同

じ
く
し
、
汚
世
に
合
わ
せ
、
之
に
居
る
こ
と
忠
信
に
似
、
之
を
行
ふ
こ
と
廉
絜
（
清

廉
潔
白
）
に
似
た
り
。
衆
皆
之
を
悦
び
、
自
ら
は
以
て
是
と
為
す
も
、
而
も
与も

っ
て

文
学
部
紀
要
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堯
舜
の
道
に
入
る
可
か
ら
ず
」
と
偽
善
性
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
糾
弾
す
る
。
世
に
迎

合
し
て
仁
徳
を
有
す
る
「
君
子
」
然
と
振
る
舞
い
、
自
身
の
不
徳
を
疑
う
こ
と
も
知

ら
な
い
典
型
的
偽
善
者
を
、
最
も
厭
う
べ
き
人
物
と
し
て
「
狂
者
」
と
対
置
さ
せ
、

「
狂
」
を
擁
護
す
る
。
言
行
不
一
致
で
は
あ
る
が
、
時
流
に
媚
び
ず
、
自
ら
信
じ
る

大
志
を
積
極
的
に
主
張
す
る
。
孟
子
は
そ
の
純
粋
さ
を
称
揚
し
、
儒
教
の
徳
目
で
あ

る
「
中
庸
」「
忠
信
」
と
も
見
誤
る
郷
原
の
欺
瞞
性
を
鋭
く
暴
く
。
こ
こ
に
漱
石
が

「
菜
花
黄
」
の
美
し
さ
に
対
す
る
真
率
な
喜
び
の
表
現
と
し
て
「
狂
」
を
用
い
て
い

る
所
以
の
一
つ
を
認
め
た
い
。
⑧
「
塵
郷
」
へ
の
迎
合
を
忌
避
し
、
世
間
的
評
価
で

は
「
痴
愚
」
と
さ
れ
て
も
純
粋
さ
を
貫
く
こ
と
へ
の
強
い
共
感
を
看
取
し
得
る
の
で

あ
る
。
眼
前
に
は
裏
表
の
無
い
黄
一
色
の
世
界
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。（
採
油

の
た
め
に
人
間
が
植
え
た
に
し
て
も
）
単
純
な
が
ら
豊
か
な
自
然
へ
の
賞
賛
は
、
裏

返
せ
ば
「
郷
原
」
の
如
き
通
俗
的
有
徳
の
人
物
が
尊
敬
さ
れ
る
塵
界
へ
の
嫌
悪
感
に

繋
が
っ
て
い
く
。

漱
石
は
十
代
半
ば
、
二
松
学
舎
に
お
い
て
、
漢
籍
を
専
門
的
に
修
得
精
通
す
る
機

会
を
得
て
お
り
、
漢
学
が
彼
の
知
見
や
価
値
観
の
一
角
を
占
め
た
こ
と
は
、
旧
稿

（
注
13
）
で
既
述
し
た
。
漢
籍
の
読
書
調
査
の
結
果
、
思
想
領
域
で
は
特
に
『
論
語
』

『
孟
子
』
の
頻
出
度
が
高
い
。『
孟
子
』
へ
の
言
及
は
、
夙
に
一
高
本
科
一
年
の
漢
文

作
文
「
居
移
氣
説
」（
巻
十
八
、
明
治
二
十
二
年
六
月
三
日
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。

「
居
は
気
を
移
し
、
養
は
体
を
移
す
」（「
盡
心
」
上
）
に
基
づ
き
、
住
居
や
環
境
、
地

位
に
よ
っ
て
、
人
間
の
心
情
や
生
き
方
が
変
わ
る
こ
と
を
述
べ
、「
孟
母
三
遷
」
の

故
事
に
倣
っ
て
自
身
の
三
度
の
変
化
を
具
体
的
に
記
述
す
る
。
不
安
定
な
心
の
有
り

様
へ
の
漱
石
の
関
心
を
看
取
し
得
る
が
、
最
後
は
明
・
王
陽
明
の
名
言
「
心
中
の
賊

を
去
ら
し
む
る
は
難
し
」
を
引
い
て
、「
慎
ま
ざ
る
可
け
ん
哉
」、
よ
く
よ
く
そ
れ
を

肝
に
銘
ず
べ
き
だ
と
記
す
。
こ
の
「
賊
」
の
定
義
も
「
梁
恵
王
」
下
に
見
え
る
。「
仁

を
賊そ

こ
な

ふ
者
を
賊
と
謂
ひ
、
義
を
賊
ふ
者
を
残
と
謂
ふ
」
と
。
こ
の
「
残
賊
」
の
者

は
、
も
は
や
君
主
で
は
な
く
「
一
夫
」
に
過
ぎ
な
い
、
す
な
わ
ち
「
不
徳
の
賊
」
と

し
て
倒
さ
れ
て
よ
い
と
い
う
主
張
に
な
り
、
孟
子
の
革
新
性
に
通
じ
て
い
く（

18
）。

こ

の
「
仁
」「
義
」
は
、「
老
子
の
哲
学
」（
明
治
二
十
五
年
六
月
十
一
日
、
帝
大
文
科

二
学
年
）
第
一
篇
総
論
冒
頭
に
も
「
孟
子
は
惻
隠
の
心
を
拡
げ
て
仁
と
な
し
羞
悪
の

心
を
誘
ふ
て
義
と
な
し
」「
其
心
に
は
仁
義
よ
り
大
な
る
道
な
く
仁
義
よ
り
深
き
理

な
し
と
思
ひ
込
み
し
な
り
」
と
述
べ
て
、
孟
子
の
「
四
徳
」
の
核
心
を
突
く
。
上
辺

だ
け
取
り
繕
い
、
そ
の
実
、「
仁
義
」
を
蔑
ろ
に
す
る
「
徳
の
賊
」
へ
の
孟
子
の
糾

弾
に
対
し
て
漱
石
は
明
ら
か
に
共
感
を
惜
し
ま
な
い
。

右
と
同
様
の
偽
善
批
判
は
68
詩
と
同
じ
頃
に
書
か
れ
た
「
人
生
」（
巻
十
六
）
に

も
見
え
る（

19
）。

漱
石
は
人
生
を
「
心
理
的
解
剖
」
や
「
直
覚
」
に
よ
っ
て
も
「
観
破
し

了
す
べ
き
に
あ
ら
ず
」「
一
種
不
可
思
議
の
も
の
」、
数
学
に
譬
え
て
「
Ｘ
な
る
人
生
」

と
看
做
す
。
小
説
は
「
此
錯
雑
な
る
人
生
の
一
側
面
を
写
す
も
の
」
で
、
そ
の
「
一

側
面
」
す
ら
単
純
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
「
写
し
て
神
に
入
る
と
き
は
」「
一
の

哲
理
を
教
ふ
る
に
足
る
」
と
い
う
文
学
論
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
世
俗
」
は
「
因

果
の
大
法
」
や
「
自
己
の
意
思
」
と
は
関
わ
り
な
く
「
卒
然
と
し
て
起
こ
る
」
人
生

の
不
可
思
議
さ
を
「
狂
気
」
と
呼
ぶ
。
そ
う
呼
ん
で
も
構
わ
な
い
が
、
問
題
は
、
彼

ら
自
身
「
曽
て
狂
気
せ
る
事
」「
又
何
時
に
て
も
狂
気
し
得
る
資
格
を
有
す
る
動
物

な
る
事
」
を
承
知
し
て
い
な
い
こ
と
と
批
判
す
る
。「
人
豈
自
ら
知
ら
ざ
ら
ん
や
」
と

語
気
強
く
、
反
語
で
強
調
し
て
。
彼
ら
は
「
汚
世
」
に
合
わ
せ
て
「
自
ら
を
是
と
為
」

し
て
疑
う
こ
と
を
知
ら
な
い
郷
原
の
欺
瞞
性
に
類
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
狂
気
」
の
例
と
し
て
、
清
初
の
詩
人
邵し

ょ
う

長ち
ょ
う

蘅こ
う

（
一
六
三
七
～

夏
目
漱
石
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一
七
〇
四
、
字
は
子
湘
、
号
は
青
門
山
人
）
の
「
青
門
老
圃
傳（

20
）」

を
引
用
す
る
。
邵

は
一
人
部
屋
に
籠
っ
て
作
詩
の
構
想
に
耽
り
、「
両
頬
赤
を
発
し
火
の
如
く
、
喉
間

咯
々
声
あ
る
に
至
る
」
と
呻
き
な
が
ら
、
奇
人
変
人
の
様
態
を
呈
す
。
そ
し
て
「
思

を
構
ふ
る
の
時
に
方あ

た

つ
て
大
苦
あ
る
も
の
ゝ
如
し
、
既
に
来
れ
ば
則
ち
大
喜
、
衣
を

牽
き
床
を
遶
り
て
狂
呼
す
」
と
。「
來
」
と
は
、
詩
神
、
西
洋
で
い
う
ミ
ュ
ー
ズ
の

降
臨
と
い
う
べ
き
か
。
文
筆
に
携
わ
る
者
な
ら
多
か
れ
少
な
か
れ
、
こ
の
「
大
喜
」

と
「
狂
呼
」
に
思
い
当
た
る
節
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
目
下
の
命
題
「
喜
欲
狂
」
解
明

に
も
大
い
な
る
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

さ
ら
に
「
狂
気
」
の
効
用
（
？
）
を
直
截
に
述
べ
た
文
言
を
引
く
。
留
学
帰
国
後
、

帝
大
で
の
講
義
を
纏
め
た
『
文
学
論
』
の
序
文
で
あ
る
。
比
喩
や
寓
意
に
満
ち
た
イ

ロ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
諧
謔
性
に
溢
れ
な
が
ら
も
、
き
わ
め
て
率
直
な
実
感
や
告
白
が
吐

露
さ
れ
た
稀
有
な
文
章
と
い
え
る
。
末
尾
に
「
狂
気
」
が
繰
り
返
さ
れ
る
。「
英
国

人
は
余
を
目
し
て
神
経
衰
弱
」
と
い
い
、
あ
る
日
本
人
は
「
狂
気
な
り
」
と
い
う
。

帰
国
後
も
「
親
戚
の
も
の
す
ら
」
そ
う
と
是
認
す
る
以
上
、
本
人
は
弁
解
す
る
余
地

な
し
と
認
め
た
上
で
駁
説
に
転
ず
。「
た
ゞ
神
経
衰
弱
に
し
て
狂
人
な
る
が
為
め
」
に

「
猫
」
な
ど
の
作
品
を
公
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
二
つ
に
「
深

く
感
謝
の
意
」
を
表
し
、
今
後
も
出
版
を
希
望
す
る
た
め
に
、
こ
の
二
つ
が
我
を
見

捨
て
な
い
よ
う
祈
念
す
る
と
述
べ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
此
神
経
衰
弱
と
狂
気
と
は
否
応

な
く
余
を
駆
つ
て
創
作
の
方
面
に
向
は
し
む
」
か
ら
と
明
言
す
る
。
文
筆
家
と
し
て

の
「
大
喜
」
と
は
、
思
い
通
り
の
表
現
や
創
作
が
叶
う
こ
と
で
、「
狂
気
」
こ
そ
創

作
の
パ
ト
ス
と
い
う
宣
言
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
時
と
し
て
邵
の
よ
う
に
「
大
喜
」、

極
言
す
れ
ば
「
狂
喜
」
に
恵
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
68
詩
を
さ
ら
に

考
究
す
る
。

68
詩
の
④
「
狂
」
に
続
く
第
二
段
落
に
は
、
⑤
「
雲
雀
」
が
出
現
す
る
。
高
く
高

く
飛
翔
し
て
、
真
っ
青
に
広
が
る
大
空
へ
と
導
く
。
句
頭
に
双
声
、
畳
韻
語
を
並
べ

て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
詠
い
な
が
ら
。
雲
雀
は
菜
花
と
同
様
、
典
型
的
な
春
の
季
語
で
あ

る
と
同
時
に
、
別
名
「
告
天
子
」
や
「
天
雀
」「
噪
天
」
な
ど
「
天
」
と
の
関
わ
り

が
深
く
、
空
高
い
飛
翔
と
美
し
い
囀
り
を
特
性
と
す
る
。
日
本
で
は
、
古
く
は
『
古

事
記
』（「
天
に
翔
る　

高
行
く
や
」）
や
『
万
葉
集
』（
家
持
「
う
ら
う
ら
に
照
れ
る

春
日
に
雲
雀
あ
が
り
」）、
下
っ
て
は
芭
蕉
も
「
永
き
日
を
囀
り
足
ら
ぬ
ひ
ば
り
か
な
」

と
詠
う
。
天
の
「
蒼
」
と
地
の
「
黄
」
に
彩
ら
れ
た
空
間
に
軽
快
な
調
べ
を
響
か
せ

な
が
ら
、
詩
人
を
⑥
「
彼
の
蒼
」
へ
と
い
ざ
な
う
。「
菜
花
黄
」
に
ふ
さ
わ
し
い
鳥

と
い
え
よ
う
。
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
雲
雀
に
つ
い
て
、
諸
注
は
英
国
詩
人
「
シ
ェ

レ
ー
の
雲
雀
の
詩
」
の
影
響
を
指
摘
し
、
そ
の
詩
句
が
引
用
翻
訳
さ
れ
て
い
る
『
草

枕
』
一
の
記
述
を
参
照
す
る（

21
）。

た
だ
シ
ェ
リ
ー
の
影
響
の
詳
細
は
、
英
文
学
の
専
科

に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
。

『
草
枕
』
の
画
工
は
「
出
世
間
的
」「
非
人
情
」
の
感
興
を
求
め
て
旅
に
出
た
が
、

山
中
の
難
路
を
歩
き
な
が
ら
雲
雀
の
囀
り
を
耳
に
し
て
、
こ
う
思
う
。「
あ
の
鳥
の

鳴
く
音
に
は
瞬
時
の
余
裕
も
な
い
。
の
ど
か
な
春
の
日
を
鳴
き
尽
く
し
、
鳴
き
あ
か

し
、
ま
た
鳴
き
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
ん
と
見
え
る
。
其
上
ど
こ
迄
も
登
つ
て

行
く
、
い
つ
迄
も
登
つ
て
行
く
。
雲
雀
は
屹
度
雲
の
中
で
死
ぬ
に
相
違
な
い
」（
傍

線
は
論
者
。
以
下
同
じ
）
と
。「
鳴
き
尽
く
す
」
囀
り
が
、「
菜
花
黄
」
の
末
句
「
啼

盡
菜
花
黄
」
と
重
な
る
の
は
、
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
さ
ら
に
「
春
は
眠
く
な
る
」

「
時
に
は
自
分
の
魂
の
居
所
さ
へ
忘
れ
て
正
体
な
く
な
る
。
只
菜
の
花
を
遠
く
望
ん

だ
と
き
に
眼
が
醒
め
る
。
雲
雀
の
声
を
聞
い
た
と
き
に
魂
の
あ
り
か
ゞ
判
然
す
る
。

雲
雀
の
鳴
く
の
は
口
で
鳴
く
の
で
は
な
い
、
魂
全
体
が
鳴
く
の
だ
」
と
。「
眼
が
醒
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め
る
」
よ
う
な
「
黄
」
と
玉
を
転
が
す
よ
う
な
囀
り
、
視
覚
と
聴
覚
に
よ
っ
て
、
危

う
く
な
っ
た
自
身
の
「
魂
」
を
取
り
戻
し
て
生
き
返
る
の
で
あ
る
。「
魂
」
の
強
調

は
看
過
し
難
い
。「
魂
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
旧
稿
（『
紀
要
』
第
七
十
八
号
、

一
六
～
一
九
頁
）
で
記
し
た
よ
う
に
、
そ
の
淵
源
は
『
楚
辭
』「
招
魂
」
で
あ
り
、
周

知
の
如
く
、
左
遷
さ
れ
て
汨
羅
の
淵
を
彷
徨
い
自
死
し
た
悲
劇
的
詩
人
屈
原
の
魂
で

あ
る
。「
招
魂
」
は
、『
儀
禮
』「
士
喪
禮
」
を
も
ち
だ
す
ま
で
も
な
く
古
代
葬
礼
の

一
つ
で
も
あ
り
、
こ
こ
に
は
死
の
影
が
色
濃
く
漂
う
。

死
の
影
は
、
典
拠
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。『
詩
經
』
秦
風
「
黄
鳥（

22
）」、

す
な
わ
ち

秦
・
穆
公
の
た
め
に
殉
死
し
た
子
車
氏
の
三
人
の
子
息
を
悼
む
三
章
の
作
で
あ
る
。

冒
頭
は
「
交
交
た
る
黃
鳥　

棘
に
止
ま
る
」（
第
一
章（

23
））

と
黄
色
い
小
鳥
が
ト
ゲ
の

あ
る
イ
バ
ラ
に
止
ま
る
と
い
う
痛
々
し
い
光
景
か
ら
詠
い
起
こ
す
「
興
」（
毛
伝
）
の

作
。
そ
の
末
尾
は
「
彼
の
蒼
た
る
者
は
天
、
我
が
良
人
を
殲つ

く

せ
り
。
如
し
贖
ふ
可
く

ん
ば　

人　

其
の
身
を
百
に
せ
ん
」
と
三
章
と
も
反
復
す
る
。「
三
良
」
と
称
さ
れ

た
前
途
洋
々
た
る
若
者
た
ち
の
死
を
嘆
き
悲
し
み
、
身
代
わ
り
が
許
さ
れ
る
な
ら
己

の
身
を
百
人
分
に
し
て
も
代
わ
り
た
い
と
天
に
向
か
っ
て
切
に
訴
え
る
。
胸
痛
む
衝

撃
的
詩
句
の
リ
フ
レ
イ
ン
。
そ
れ
に
し
て
も
色
彩
を
重
視
す
る
漱
石
が
、
な
ぜ
色
鮮

や
か
な
「
黃
鳥
」
を
「
雲
雀
」
に
変
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
視
覚
よ
り
も
聴
覚
的
効
果

を
優
先
し
た
の
か
。

こ
の
点
を
考
え
る
際
の
補
助
線
と
な
る
の
が
、
陶
淵
明
の
「
詠
三
良
詩
」（
袁
行

霈
撰
『
陶
淵
明
集
箋
注
』
巻
四
、五
古
十
韻
）
で
あ
る
。
前
半
で
は
、
三
人
が
穆
公

へ
の
「
忠
情
」
に
励
ん
で
、
格
別
の
厚
遇
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
客
観
的
に
詠
う
。

後
半
は
穆
公
の
「
長
逝
」
に
際
し
て
、「
厚
恩　

固
よ
り
忘
れ
難
し
」
と
殉
死
に
至

る
三
人
の
決
意
を
述
べ
る
が
、
最
後
の
二
聯
は
、
詩
人
の
立
場
か
ら
こ
う
詠
う
。

　

⑰
荊
棘
籠
高
墳　
　
　

荊け
い

棘き
ょ
く　

高
墳
を
籠
め

　

⑱
黃
鳥
聲
正
悲　
　
　

黃
鳥　

声
正
に
悲
し

　

⑲
良
人
不
可
購　
　
　

良
人
は
購
ふ
可
か
ら
ず

　

⑳
玄
然
沾
我
衣　
　
　

玄
然
と
し
て
我
が
衣
を
沾う

る
ほ

す
。

三
兄
弟
が
眠
る
小
高
い
土
饅
頭
は
、
今
や
イ
バ
ラ
が
覆
い
尽
く
す
よ
う
に
は
び
こ

り
、
色
鮮
や
か
な
黃
鳥
は
、
実
に
哀
し
げ
に
囀
る
。
そ
の
声
は
「
正
に
悲
し
」
と
。

「
魂
全
体
が
鳴
く
」
雲
雀
の
囀
り
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
「
黃
」
に
は
「
黄
泉
」

な
ど
死
の
意
味
も
あ
り
、「
秦
風
」
の
「
黃
鳥
」
は
、
冥
界
の
使
者
と
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
漱
石
は
「
黃
鳥
」
を
「
雲
雀
」
に
換
え
た
。
⑧
「
塵
郷
」
と
い
う
現

実
の
中
で
傷
つ
い
た
「
魂
」
を
雲
雀
の
導
き
に
従
っ
て
、
⑥
「
沖
融　

彼
の
蒼
に
入

る
」
と
詠
い
、
お
だ
や
か
な
静
謐
に
包
ま
れ
た
「
蒼
天
」
を
、
魂
の
到
達
す
る
ト
ポ

ス
と
し
て
の
神
秘
的
世
界
へ
と
変
換
し
、
そ
れ
へ
の
憧
憬
を
込
め
た
と
い
え
よ
う
。

「
蒼
」（
あ
お
）
は
、
後
述
の
如
く
、
彼
の
好
む
「
清
閑
」
な
色
彩
で
あ
り
、
そ
の
空

間
が
柔
ら
か
く
受
け
入
れ
る
夢
想
を
描
く
。
殉
死
を
直
接
連
想
さ
せ
る
「
黃
鳥
」
を

後
退
さ
せ
、「
雲
雀
」
が
い
ざ
な
う
「
蒼
」
へ
の
昇
天
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
て
、
夢

想
の
礎
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
雲
雀
」
に
も
前
述
の
如
く
、
死
の
影
が
漂

う
。
単
な
る
美
し
い
囀
り
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
漱
石
が
引
用
す
る
シ
ェ
リ
ー

の
雲
雀
の
詩
句
に
明
ら
か
で
あ
る
。「
前
を
見
て
は
、
後し

り

へ
を
見
て
は
．
物
欲
し
と
、

あ
こ
が
る
ゝ
か
な
わ
れ
。
腹
か
ら
の
、
笑
と
い
へ
ど
、
苦
し
み
の
、
そ
こ
に
あ
る
べ

し
。
う
つ
く
し
き
、
極
み
の
歌
に
、
悲
し
さ
の
、
極
み
の
想
、
籠
る
と
ぞ
知
れ
」

（『
草
枕
』
一
、
漱
石
訳
）
と
。「
超
俗
の
喜
」
だ
け
で
は
な
く
「
無
量
の
悲
」
が
あ

る
か
ら
こ
そ
雲
雀
は
「
魂
全
体
」
を
震
わ
せ
て
鳴
く
の
で
あ
る
。
こ
の
洞
察
は
、

「
シ
ェ
リ
ー
の
詩
の
本
質
を
理
解
し
た
も
の
に
だ
け
に
で
き
る
も
の
」（
注
21
、
原
田
、

夏
目
漱
石
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九
十
九
頁
）
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
拙
論
で
は
、
漱
石
が
全
一
〇
五
行
と
い
う

長
編
の
抒
情
詩
か
ら
、
こ
の
五
行
（
八
十
六
～
九
十
行
）
の
み
を
選
ん
だ
選
択
に
注

目
す
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
こ
こ
に
漱
石
の
文
学
観
、
詩
歌
論
の
凝
縮
を
認
め
得
る

か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
「
狂
喜
」
の
表
現
に
は
、
タ
ナ
ト
ス
の
存
在
が
不
可

欠
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
両
義
性
を
兼
備
す
る
雲
雀
の
先
導
に
よ
っ
て
初
め
て

「
彼
の
蒼
に
入
る
」
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
典
故
に
即
せ
ば
、
ま
さ
に
現

実
的
「
狂
気
」
と
い
う
べ
き
無
残
な
殉
死
を
遂
げ
た
彼
ら
の
魂
を
慰
撫
し
得
た
の
で

あ
る
。
同
時
に
詩
人
自
身
の
祈
り
や
願
望
を
も
托
し
て
。
そ
れ
こ
そ
が
漱
石
の
隠
さ

れ
た
「
構
想
」
で
は
な
か
っ
た
か
。「
喜
び
」
は
、
そ
の
奥
に
「
死
」
を
内
包
す
る

こ
と
で
、
よ
り
切
実
に
な
る
。
狂
的
典
故
か
ら
発
し
て
思
い
通
り
の
夢
想
を
紡
ぎ
、

存
分
に
詩
興
を
表
現
し
尽
し
た
結
果
、「
大
喜
」
を
超
え
た
の
で
あ
る
。
常
軌
を
逸

す
る
ほ
ど
の
狂
喜
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
蒼
天
」
は
⑦
「
天
都
」
に
近
く
無
限
に
広
が
る
の
び
や
か
な
空
間
と
詠
う
。
そ

こ
に
生
ず
る
「
楽
し
い
」
心
情
を
、
漱
石
は
「
潢
洋
」
と
表
現
す
る
（
⑩
「
厥
楽
自

潢
洋
」）。「
潢
洋
」
は
前
掲
『
草
枕
』
六
の
画
工
が
用
い
て
い
る
。
彼
は
旅
の
目
的

で
あ
る
画
題
を
決
め
よ
う
と
思
案
に
耽
り
、
構
想
の
主
軸
を
「
春
」
に
設
定
す
る
。

「
あ
ら
ゆ
る
春
の
色
、
春
の
風
、
春
の
物
、
春
の
声
を
打
っ
て
、
固
め
て
、
仙
丹
に

練
り
上
げ
て
、
そ
れ
を
蓬
莱
の
霊
液
に
溶
い
て
、
桃
源
の
日
で
蒸
発
せ
し
め
た
精
気

が
、
知
ら
ぬ
間
に
染
み
込
ん
で
、
こ
こ
ろ
が
知
覚
せ
ぬ
う
ち
に
飽
和
さ
れ
て
仕
舞
っ

た
と
云
ひ
た
い
」
と
。「
春
好
き
」
の
漱
石
ら
し
い
仙
趣
の
誇
張
だ
が
、「
春
」
を
希

求
し
、「
春
」
と
の
同
化
を
表
白
す
る
。
そ
の
結
果
、
六
「
窈
然
と
し
て
名
状
し
が

た
い
楽

た
の
し
み

が
あ
る
。
風
に
揉
ま
れ
て
上
の
空
な
る
波
を
起
す
、
軽
薄
で
騒
々
し
い
趣

と
は
違
ふ
。
目
に
見
え
ぬ
幾い

く
ひ
ろ尋

（
一
尋
は
六
尺
）
の
底
を
、
大
陸
か
ら
大
陸
迄
動
い

て
ゐ
る
潢
洋
た
る
蒼
海
の
有
様
と
形
容
す
る
こ
と
が
出
来
る
」（
ル
ビ
は
底
本
）
と

述
べ
る
。
68
詩
の
「
蒼
天
」
は
「
蒼
海
」
に
変
換
さ
れ
て
い
る
が
、「
名
状
し
が
た

い
楽
」
と
は
、
ま
さ
に
「
厥
樂
自
潢
洋
」
の
「
樂
」
で
あ
ろ
う
。
表
層
の
「
軽
薄
で

騒
々
し
い
」
波
で
は
な
く
、
深
海
の
底
を
悠
揚
迫
ら
ず
、
し
か
し
瞬
時
も
絶
え
る
こ

と
な
く
「
大
陸
」
ま
で
を
も
動
か
さ
ん
ば
か
り
の
壮
大
な
不
可
視
の
波
で
あ
る
。

「
潢
」
は
、
六
書
の
中
の
形
声
に
分
類
さ
れ
、
音
声
を
表
す
「
黄
」
は
「
廣
（
広
）」

に
通
じ
て
、
形
容
詞
と
し
て
は
水
の
深
く
て
広
い
さ
ま
を
表
わ
す
。
ゆ
え
に
「
潢
洋
」

は
、
漱
石
の
渇
望
の
深
さ
と
広
さ
、
そ
れ
を
叶
え
る
「
樂
」
と
い
う
「
大
喜
」
を
極

限
ま
で
物
語
る
と
い
え
よ
う
。

漱
石
の
夢
想
は
、
止
ま
る
こ
と
な
く
天
空
中
に
も
展
開
す
る
。
既
述
の
如
く
、
83

詩
「
夢
は
星
潢
を
遶
り
て
泫
露
幽
な
り
」（
起
句
）
と
詠
い
、
天
の
川
を
意
味
す
る

多
く
の
詩
語
（「
天
漢
」「
雲
漢
」「
星
河
」「
銀
渚
」
な
ど
）
を
退
け
て
稀
少
語
と
い

う
べ
き
「
星
潢
」
を
採
っ
て
い
る（

24
）。

そ
れ
は
天
空
の
半
ば
を
占
め
る
よ
う
に
し
て
、

よ
り
豊
か
な
水
量
を
銀
色
に
煌
め
か
せ
な
が
ら
流
れ
る
。
天
の
河
畔
で
は
「
泫
露
」

が
し
と
ど
潤
い
、
朦
朧
と
け
ぶ
る
。
や
が
て
は
静
か
に
下
降
し
て
、
大
地
に
広
が
る

菜
の
花
の
黄
色
を
瑞
々
し
く
輝
か
す
か
も
し
れ
な
い
。
か
く
て
「
蒼
天
」
へ
の
上
昇

運
動
は
、
漱
石
詩
の
特
質
で
あ
る
豊
か
な
水
性
を
壮
大
な
空
間
に
巡
ら
せ
て
環
流
さ

せ
、
夢
想
を
活
性
化
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
「
蒼
天
」
の
「
蒼
」
と
大
地
を
覆
う
「
菜
花
」
の
「
黄
」
の
対
比
に
つ
い

て
、「
狂
」
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
補
足
す
る
。

漱
石
詩
の
「
天
」
の
色
彩
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り
、「
青
」
は
、
松
山
時
代

の
56
詩
（
⑤
「
青
天
独
り
解
す　

詩
人
の
憤
り
」
七
律
）
の
み
に
止
ま
り
、「
碧
」
も

「
碧
落
」
2
例
、「
碧
空
」「
天
一
碧
」（
各
1
例
）
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
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「
蒼
」
は
「
蒼
天
」「
蒼
穹
」「
蒼
旻
」（
各
1
例
）、
そ
し
て
「
沖
融
入
彼
蒼
」
と
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
む
。
そ
の
ほ
か
の
熟
語
も
「
蒼
靄
」「
蒼
茫
」「
蒼
冥
」
と
、
果

て
し
な
く
青
々
と
広
が
る
茫
漠
と
し
た
空
間
を
表
し
、
天
空
に
も
及
ぶ
イ
メ
ー
ジ
を

可
能
に
す
る
。
一
字
の
頻
出
度
と
し
て
は
「
青
」
32
例
、「
碧
」
25
例
に
対
し
て
、

「
蒼
」
は
11
例
と
限
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
多
を
占
め
る
熟
語
は
「
天
」
に
関
わ
り
、
漱

石
詩
の
「
天
」
の
色
は
「
蒼
」
と
断
定
し
得
る
。
そ
れ
は
や
は
り
上
記
の
典
拠
「
黄

鳥
」
に
由
来
す
る
。
も
っ
と
も
色
彩
の
意
味
や
機
能
に
つ
い
て
は
、「
青
」「
碧
」
と

同
様
に
解
し
て
支
障
は
な
い
。
す
で
に
「
青
」「
碧
」
二
色
の
比
較
を
含
め
て
、「
あ

お
」
の
特
質
は
、
自
然
美
と
関
わ
り
、
死
と
の
親
近
性
を
有
し
、
時
空
を
超
越
す
る

無
限
の
永
遠
性
と
指
摘
し
た（

25
）。「

蒼
」
も
そ
れ
に
類
す
と
看
做
せ
る
だ
ろ
う
。

「
黄
」
と
の
対
比
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
夙
に
ゲ
ー
テ
の
『
色
彩
論（

26
）』

に
言
及
が

あ
る
。
色
彩
は
自
己
決
定
性
に
よ
っ
て
二
つ
の
方
向
に
向
か
っ
て
お
り
、
色
彩
が
提

示
す
る
対
立
関
係
を
分
極
性
と
名
付
け
て
、
プ
ラ
ス
の
極
に
「
黄
」
を
、
マ
イ
ナ
ス

に
「
青
」
を
置
い
て
、
明
快
に
表
示
す
る
（
第
六
九
六
節
）。
そ
の
対
立
関
係
の
一

端
を
記
す
。

　

�

プ
ラ
ス
（�

黄
・
光
・
明
・
強
・
暖
）

↔

マ
イ
ナ
ス
（�

青
・
陰
影
・
暗
・
弱
・

寒
）

我
々
が
一
般
に
抱
い
て
い
る
「
黄
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、「
青
」
と
の
対
比

で
、
一
層
、
明
確
に
な
る
。
訳
注
に
拠
れ
ば
、
こ
の
表
示
は
、
ゲ
ー
テ
の
心
理
的
美

的
な
色
彩
解
釈
の
基
盤
と
さ
れ
、
第
七
六
五
～
七
七
一
節
の
「
黄
色
」
の
解
説
に
も

援
用
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
、
黄
色
は
最
も
純
粋
な
状
態
に
お
い
て
は
「
明
朗
快
活
で
」

「
き
わ
め
て
暖
か
い
快
い
印
象
」
と
。
と
こ
ろ
が
マ
イ
ナ
ス
側
に
引
き
込
ま
れ
る
場

合
に
は
「
一
瞬
の
う
ち
に
恥
辱
と
嫌
悪
と
不
快
の
色
彩
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
」
と

説
く
。
黄
色
の
正
負
の
両
義
性
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
快
・
不
快
を
め
ぐ
る
極
端

な
ま
で
の
落
差
の
大
き
さ
を
指
摘
す
る
。「
狂
」
は
、
そ
の
ギ
リ
ギ
リ
の
鬩
ぎ
あ
い

と
葛
藤
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
と
も
い
え
よ
う
。
68
詩
の
「
黄
」
と
「
蒼
」
の
対
比
が

ゲ
ー
テ
説
に
基
づ
く
と
は
い
え
な
い
が
、
二
色
の
分
極
的
対
比
が
、
極
め
て
高
度
の

緊
張
を
も
た
ら
し
て
、
自
ず
と
「
狂
」
へ
繋
が
る
蓋
然
性
を
生
ず
る
の
で
は
な
い
か
。

現
代
の
研
究
に
お
い
て
は
、
色
彩
が
感
情
に
及
ぼ
す
効
果
を
多
面
的
に
捉
え
る
法

と
し
て
オ
ズ
グ
ッ
ド
ら
に
よ
るSD

法
（Sem

antic�D
ifferential�M

ethod

）
が
用

い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
対
照
的
概
念
を
意
味
的
に
区
分
す
る
た
め
に
、
両
極
の
形

容
詞
対
尺
度
を
用
い
て
各
概
念
の
意
味
を
客
観
的
・
定
量
的
に
測
定
す
る
方
法
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
色
の
広
範
囲
な
感
情
的
・
情
緒
的
反
応
の
研
究
が
可
能
に

な
っ
た
」
と
さ
れ
る
。SD

法
に
よ
る
対
照
的
感
情
の
尺
度
を
強
弱
に
限
っ
た
デ
ー

タ
は
、
客
観
的
資
料
と
し
て
色
の
特
性
を
把
握
し
や
す
い
。
七
色
（
赤
・
黄
・
緑
・

青
・
紫
・
白
・
黒
）
の
強
弱
を
一
～
七
の
順
位
（
一
が
最
強
）
で
表
せ
ば
、
七
色
の

中
で
黄
が
一
位
を
占
め
る
感
情
は
二
十
種
の
形
容
詞
中
、
九
種
に
及
び
最
多
で
あ
る（

27
）。

そ
の
強
烈
さ
を
明
示
し
、
七
色
の
中
で
最
も
「
動
的
な
」
色
と
さ
れ
る
。
一
方
、

「
青
」
の
一
位
は
無
く
、
最
弱
の
七
位
は
「
暖
か
い
」（
す
な
わ
ち
最
も
「
冷
た
い
」）

を
表
わ
し
、
二
色
の
対
照
性
が
明
ら
か
で
あ
る
。
漱
石
詩
に
お
い
て
も
「
黄
」
の
基

本
的
感
情
表
現
は
、
右
の
九
種
と
解
し
て
誤
り
な
い
。
特
に
「
強
い
」「
陽
気
な
」

「
興
奮
し
た
」「
動
的
な
」
が
融
合
し
て
「
狂
」
に
収
斂
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。し

か
し
な
が
ら
手
許
の
シ
ン
ボ
ル
辞
典
や
色
彩
学
、
心
理
学
の
論
著
に
は
意
外
な

夏
目
漱
石
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こ
と
に
「
黄
」
と
「
狂
」
と
の
直
接
的
言
及
は
見
当
た
ら
な
い
。
今
、
唯
一
の
言
及

が
あ
る
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
（
一
八
六
六
～
一
九
四
四
）『
抽
象
芸
術
論
』
Ⅵ
「
形

態
言
語
と
色
彩
言
語
」
を
参
照
す
る（

28
）。

同
著
は
色
調
を
寒
暖
、
明
暗
に
大
別
し
て
、

寒
暖
の
基
調
は
、
ゲ
ー
テ
の
分
極
性
説
に
基
づ
い
て
、
や
は
り
「
黄
」
ま
た
は
「
青
」

に
向
か
う
傾
向
を
説
く
。
二
色
は
と
も
に
能
動
的
色
彩
で
、「
運
動
を
包
蔵
」
し
て

い
る
が
、
そ
の
方
向
性
が
異
な
っ
て
い
る
。
暖
色
の
「
黄
」
は
、「
観
者
に
向
っ
て
、

近
づ
き
、
と
き
に
は
圧
倒
せ
ん
ば
か
り
に
迫
っ
て
く
る
作
用
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
明

暗
が
加
わ
る
と
、「
黄
」
の
運
動
は
「
輪
郭
を
飛
び
出
し
、
周
囲
に
そ
の
力
を
撒
き

ち
ら
す
作
用
」
が
増
大
す
る
。「
青
」
の
求
心
性
に
対
し
て
遠
心
的
運
動
と
い
う
。
そ

の
結
果
「
ひ
と
に
不
安
な
感
じ
や
、
突
き
刺
す
よ
う
な
感
じ
を
あ
た
え
、
興
奮
さ
せ
、

色
彩
に
託
し
て
表
現
さ
れ
た
、
暴
力
の
性
格
を
示
す
」「
つ
い
に
は
、
大
胆
か
つ
強

制
的
に
、
感
情
に
働
き
か
け
」
さ
ら
に
「
人
間
の
精
神
状
態
と
比
較
す
る
な
ら
、
黄

色
は
狂
気
を
色
彩
で
表
現
し
た
も
の
と
い
っ
た
印
象
を
与
え
る
」。
た
だ
し
「
憂メ

ラ
ン
コ
リ
ー

欝
症

や
心ヒ

ポ
コ
ン
デ
リ
ー

気
症
」（
ル
ビ
は
訳
者
）
で
は
な
く
、「
狂
暴
性
や
盲
目
的
な
錯
乱
状
態
、
躁

狂
症
を
表
現
し
た
も
の
」
と
指
摘
す
る
。（
九
十
五
～
一
〇
一
頁
）
カ
ン
デ
ィ
ン
ス

キ
ー
の
見
解
も
、
畢
竟
、
ゲ
ー
テ
の
快
―
不
快
観
の
踏
襲
と
い
え
る
が
、
さ
ら
に
そ

れ
を
極
限
ま
で
進
め
て
「
黄
」
と
狂
気
の
関
わ
り
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

漱
石
は
十
歳
余
り
年
長
の
ゴ
ッ
ホ
（
一
八
五
三
～
一
八
九
〇
）
に
つ
い
て
は
画
集

を
見
て
い
る
が（

29
）、

ほ
ぼ
同
年
の
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
存
在
は
認
識
し
て
い
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
漱
石
が
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
を
知
ら
ず
と
も
、
両
者
が
色
彩

を
重
要
視
し
、
と
も
に
「
黄
」
の
世
界
に
「
狂
」
を
見
出
す
と
い
う
感
覚
の
親
近
性

を
認
め
得
る
の
で
は
な
い
か
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、「
黄
」
と
「
青
」
が
と
も

に
能
動
的
色
彩
で
、「
青
」
が
求
心
的
運
動
を
、「
黄
」
は
遠
心
的
運
動
を
包
蔵
し
て

い
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
漱
石
の
該
詩
に
即
し
て
言
え
ば
、
眼
前
を
埋
め
尽
く
す

「
菜
花
」
の
「
黄
」
自
体
が
彼
の
感
情
に
働
き
か
け
、
美
に
心
惹
か
れ
る
「
観
者
」
漱

石
に
迫
っ
て
、
一
層
、
激
し
い
喜
び
を
掻
き
立
て
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
運
動
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
幅
さ
せ
て
彼
の
夢
想
を
遠
心
的
に
展
開
さ
せ
る
。
漱
石
は
、『
文

学
論
』
中
「
文
学
的
内
容
の
基
本
成
分
」
と
し
て
「
運
動
」
を
挙
げ
て
、「
す
べ
て

こ
れ
運
動
の
美
を
生
命
と
す
る
も
の
」
で
あ
り
「
文
学
に
此
種
の
分
子
夥
し
」
と
記

す
。
次
い
で
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
、
ダ
ー
ウ
イ
ン
、
シ
ェ
リ
ー
の
作
品
を
例
示
す
る
が
、

い
ず
れ
も
禿
鷹
や
鷲
の
飛
翔
を
描
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
「
感
覚
的
経
験
に
基
づ
き
」

「
美
感
を
生
じ
う
る
こ
と
勿
論
な
り
」（
四
十
七
～
五
十
頁
）
と
指
摘
す
る
。
そ
の
主

張
は
、
68
詩
④
「
狂
」
に
次
い
で
「
雲
雀
」
が
出
現
し
て
、
⑥
「
沖
融　

彼
の
蒼
に

入
る
」
と
い
う
流
れ
に
重
な
る
。
こ
の
「
蒼
天
」
を
見
出
し
得
た
「
大
喜
」、
そ
こ

を
自
由
に
遊
行
す
る
「
楽
し
み
」、
彼
の
「
潢
洋
」
た
る
思
い
を
読
者
も
実
感
し
得

る
の
で
あ
る
。
漱
石
の
関
鍵
で
あ
る
「
天
」
を
解
明
す
る
一
助
に
も
な
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、「
黄
」
と
「
蒼
」
の
分
極
的
対
比
の
必
然
性
に
つ
い
て
補
足
し

た
。
一
般
的
に
は
忌
避
感
の
強
い
「
狂
」
で
は
あ
る
が
、
漢
籍
の
価
値
観
で
は
、
む

し
ろ
高
く
評
価
す
る
。
漱
石
は
、
こ
の
肯
定
的
価
値
観
に
則
り
、
心
中
の
「
大
喜
」

を
「
狂
」
と
表
現
し
得
た
。
大
地
の
「
黄
」
が
誘
発
す
る
上
昇
運
動
に
よ
っ
て
、
対

極
的
「
蒼
」
の
世
界
へ
と
飛
翔
し
、
魂
の
到
達
す
る
憧
れ
の
ト
ポ
ス
と
し
て
夢
想
の

基
礎
と
し
た
。
常
軌
を
逸
す
る
「
狂
」
と
い
う
喜
び
は
、
内
奥
に
「
死
」
を
包
摂
し

な
が
ら
も
、
い
や
そ
れ
ゆ
え
一
層
、
切
実
に
魂
を
慰
撫
し
得
る
広
大
無
辺
の
蒼
天
へ

の
遊
行
を
叶
え
た
か
ら
と
い
え
よ
う
。

た
だ
末
尾
に
は
意
外
に
も
「
恨
」
が
詠
わ
れ
る
。
⑪
⑫
「
恨
未
化
爲
鳥
、
啼
盡
菜

花
黄
」
と
。「
鳥
」
へ
の
転
生
願
望
が
ま
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
心
残
り
。
彼

文
学
部
紀
要
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は
同
じ
こ
ろ
、「
小
さ
き
菫
」
や
「
鶴
」
へ
の
転
生
願
望
を
吐
露
し
て
い
て
興
味
深

い
が（

30
）、

機
会
を
改
め
ざ
る
を
得
な
い
。
今
暫
く
は
「
菜
花
黄
」
を
十
全
に
啼
き
尽
く

せ
て
い
な
い
と
い
う
未
練
を
そ
の
ま
ま
感
受
し
て
、
こ
の
狂
的
夢
想
の
「
楽
」
と
貪

欲
な
ま
で
の
執
着
を
再
確
認
す
る
に
止
め
よ
う
。

次
に
論
ず
べ
き
「
黄
花
」（
菊
）
は
、
紙
幅
の
都
合
で
、
次
号
に
掲
載
予
定
。

注
（
1
）　
「
紅
蓼
」
は
、
中
唐
・
白
居
易
詩
三
首
に
詠
わ
れ
て
、
以
後
、
晩
唐
か
ら
五
代
に
か
け

て
増
え
て
い
く
。「
白
蘋
」
の
「
蘋
」
は
『
詩
經
』
周
南
「
采
蘋
」
に
見
え
、
六
朝
時
代

に
は
鮑
照
、
謝
眺
、
王
僧
孺
、
柳
惲
に
各
一
首
認
め
ら
れ
、
唐
代
で
増
え
る
。「
紅
蓼
白

蘋
」
四
字
句
の
唐
詩
3
例
は
、
呂
巖
の
二
首
と
徳
誠
の
一
首
。
呂
の
字
は
洞
賓
、
生
卒

不
明
。
後
に
全
真
北
教
五
祖
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
。
徳
誠
は
元
和
・
会
昌
年
間
の
仏

僧
。
四
字
句
は
そ
の
後
、
宋
代
に
入
っ
て
、
増
え
て
い
く
。

�

　
「
麥
緑
」
は
29
例
見
え
る
が
、
唐
前
に
用
例
は
な
く
、
唐
代
も
晩
唐
に
一
首
の
み
、
宋

に
入
っ
て
増
え
る
。「
菜
黃
麥
緑
」
の
清
代
の
四
例
は
、
す
べ
て
乾
隆
帝
弘
暦
の
作
。「
菜

黃
」
は
管
見
の
限
り
、
明
・
文
洪
、
清
・
朱
彝
尊
に
各
一
首
の
み
。

（
2
）　

劉
詩
は
瞿
蛻
園
箋
證
『
劉
禹
錫
集
箋
證
』
巻
二
十
四
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
五
・
四
）
所
収
。
陶
敏
・
陶
紅
雨
校
注
『
劉
禹
錫
全
集
編
年
校
注
』
上
下
冊
（
岳

麓
書
社
、
二
〇
〇
三
・
十
一
）
も
参
照
。

（
3
）　

玄
都
観
の
「
桃
」
に
つ
い
て
は
、
劉
禹
錫
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
姚
合
（
七
七
五
？
～

八
五
四
？
）
作
「
遊
昊
天
玄
都
観
」（
五
言
排
律
、
六
韻
）
に
③
「
陰
径
に
紅
桃
落
つ
」

と
詠
む
。
章
孝
標
（
生
卒
不
詳
）
に
も
「
玄
都
観
栽
桃
十
韻
」（
五
排
）
な
ど
が
あ
る
。

章
は
、
憲
宗
の
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
頃
、
進
士
及
第
な
の
で
、
劉
よ
り
少
し
後
の

人
物
。

（
4
）
具
体
的
な
改
革
と
し
て
は
、
宮
市
の
廃
止
、
後
宮
の
宮
女
や
妓
女
の
解
放
、
神
策
軍
の

軍
事
権
を
宦
官
か
ら
剥
奪
す
る
な
ど
。
現
代
の
再
評
価
に
つ
い
て
は
、
王
一
民
「
試
論

“
永
貞
革
新
”
的
合
法
性
和
進
歩
性
」（『
零
陵
師
専
学
報
』
一
九
九
七
年
第
二
期
）、
張

鉄
夫
「
永
貞
改
革
新
論
」（『
湖
南
科
技
学
院
学
報
』
二
〇
〇
五
年
第
一
〇
期
）
な
ど
。

八
司
馬
へ
の
厳
罰
に
つ
い
て
は
戸
崎
哲
彦
『
柳
宗
元
永
州
山
水
游
記
考
』
一
・
四
・
二
「
柳

宗
元
の
官
職
」（
中
文
出
版
社
、
一
九
九
六
・
一
）
に
詳
し
い
。

（
5
）　

長
安
城
構
築
の
特
徴
は
、「
南
北
の
中
心
軸
（
太
極
宮
―
承
天
門
街
―
朱
雀
門
街
―
明

徳
門
）
の
強
調
」
お
よ
び
中
心
軸
に
沿
っ
て
配
さ
れ
た
「
左
右
対
称
」
の
「
宮
殿
・
官

庁
・
宗
教
建
築
・
市
場
な
ど
」
の
建
築
物
（
妹
尾
達
彦
『
長
安
の
都
市
計
画
』
第
二
章
、

講
談
社
、
二
〇
〇
一
・
一
〇
、一
一
二
～
三
頁
）
と
い
う
。
そ
れ
は
「
北
部
中
央
の
太
極

宮
（
皇
帝
の
執
務
処
）
の
中
心
性
を
明
確
化
し
、
そ
こ
に
居
住
す
る
皇
帝
を
秩
序
の
根

源
と
み
な
す
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
」。
大
興
善
寺
は
、
隋
の
国
寺
以
来
、「
王
朝
の
宗
教

政
策
の
根
本
を
な
す
寺
院
」（
一
六
八
頁
）。

（
6
）　

武
元
衡
は
、
元
和
二
年
（
八
〇
七
）
に
宰
相
に
着
任
し
た
が
、
十
年
六
月
三
日
払
暁
、

暗
殺
さ
れ
た
。
御
史
中
丞
裴
度
も
襲
わ
れ
た
が
、
負
傷
だ
け
で
済
ん
だ
。
憲
宗
治
世
初

期
は
、
半
ば
独
立
国
と
化
し
た
藩
鎮
対
策
に
苦
し
み
、
鎮
圧
の
動
き
が
強
化
さ
れ
た
。

そ
の
反
発
と
し
て
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
一
な
ど
で
は
、
平
廬
節
度
使
李
師
道
の
指
令

と
す
る
。
中
央
で
の
熾
烈
な
権
力
闘
争
に
加
え
て
、
地
方
の
強
大
な
藩
鎮
勢
力
、
さ
ら

に
吐
蕃
な
ど
の
異
民
族
対
応
な
ど
、
当
時
の
不
安
定
な
世
を
象
徴
す
る
事
件
で
あ
っ
た
。

（
7
）　
『
爾
雅
』
郭
璞
注
の
「
葵
に
似
て
小
な
り
。
葉
状
は
藜あ

か
ざ

の
如
し
」、
北
宋
・
寇こ

う

宗そ
う

奭せ
き

『
本
草
衍
義
』
は
、「
緑
葉
は
黄
蜀
葵
の
如
し
。
其
の
花
は
拒
霜
（
木
蓮
）
に
似
て
甚
だ

雅
び
な
り
」
と
記
し
、「
蜀
葵
」（
カ
ラ
ア
オ
イ
）
を
挙
げ
る
。
李
は
案
語
に
「
天
葵
」

（
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
）
を
指
摘
し
、
呪
術
や
解
毒
に
用
い
る
と
い
う
。「
イ
エ
ニ
レ
」
は
、

現
代
で
は
誤
用
と
さ
れ
る
。

（
8
）　

李
之
儀
、
字
は
端
叔
、
姑
溪
居
士
と
号
す
。
神
宗
の
熙
寧
六
年
（
一
〇
七
三
）
進
士

及
第
。
哲
宗
の
紹
聖
年
間
、
定
州
の
知
事
だ
っ
た
蘇
軾
の
幕
僚
。
官
位
の
浮
沈
を
経
て

姑
熟
に
隠
居
し
、
最
後
の
官
は
朝
請
大
夫
（『
宋
史
』
巻
三
四
四
）。
当
該
詩
の
起
承
句

は
「
昔
年　

車
馬　

芳
叢
を
遶
る
も
、
倒
尽
せ
し
金
缸
（
壁
の
横
木
の
黄
金
の
飾
り
物
）　

酔
紅
に
臥
す
」。「
酔
紅
」
は
、
赤
い
花
の
意
な
の
で
、「
桃
」
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

今
昔
の
無
常
観
を
表
現
す
る
。

（
9
）　

潘
富
俊
『
成
語
植
物
図
鑑
』
猫
頭
鷹
出
版
、
二
〇
〇
二
・
八
。
一
五
四
～
五
頁
。
潘

の
見
解
は
、
我
が
国
の
室
町
時
代
の
詩
評
が
的
確
に
補
強
す
る
。
日
中
の
七
絶
を
対
象

に
注
釈
を
施
し
た
如
月
壽
印
編
著
『
中
華
若
木
詩
抄
』
中
、
94
に
挙
げ
ら
れ
た
江
西
龍

派
（
一
三
七
五
？
～
一
四
四
六
）
作
「
城
南
尋
去
年
花
」
の
起
承
句
「
玄
都
千
樹　

車

夏
目
漱
石

　
初
期
の
漢
詩

一
五



塵
を
漲
ら
す
、
栄
辱
悲
歓　

旦
暮
に
新
た
な
り
」
へ
の
詩
評
。
劉
の
「
再
遊
」
詩
に
言

及
し
て
「
十
四
年
ヲ
経
テ
京
ヘ
ノ
ボ
ル
。
其
時
又
コ
ノ
玄
都
観
ヘ
遊
デ
ア
レ
バ
、
千
樹

ノ
桃
ハ
一
株
モ
ナ
ク
シ
テ
荒
レ
ハ
テ
テ
、
兎
葵
燕
麦
ノ
春
風
ニ
吹
キ
靡
カ
サ
ル
ル
マ
デ

也
。
世
上
ノ
変
遷
如
此
ナ
ル
者
ゾ
」
と
。（
大
塚
光
信
・
尾
崎
雄
二
郎
等
校
注
、
岩
波
書

店
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
53
、
一
九
九
五
・
七
）。

（
10
）　

温
詩
は
、
劉
學
鍇
撰
『
温
庭
筠
全
集
校
注
』
巻
九
（
三
晋
出
版
社
、
二
〇
一
六
・
九
）。

�

劉
の
【
箋
評
】
は
、「
静
寂
の
境
は
少
な
く
、
春
日
融
和
駘
蕩
の
景
多
し
」
と
述
べ
、
頸

聯
を
「
白
描
の
佳
境
」、
尾
聯
は
「
眼
前
に
広
が
る
春
景
か
ら
春
風
が
白
蘋
を
揺
る
が
す

江
南
の
春
景
を
連
想
し
て
、
帰
隠
の
思
い
を
寓
し
た
」
と
解
す
。
さ
す
れ
ば
劉
學
鍇
も

「
菜
花
」
を
春
景
、
す
な
わ
ち
菜
の
花
と
看
做
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
11
）　

温
庭
筠
の
伝
記
に
は
、
科
挙
の
試
験
場
で
、
代
作
を
し
た
り
、
受
験
者
に
正
解
を
教

え
た
り
し
た
と
い
う
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
（
北
宋
・
計
有
功
『
唐
詩
紀
事
』
巻
五
四
、

元
・
辛
文
房
『
唐
才
子
伝
』
巻
八
、五
代
～
北
宋
初
・
孫
光
憲
『
北
夢
瑣
言
』
巻
四
な

ど
）。
高
級
官
僚
へ
の
登
竜
門
で
あ
る
進
士
科
の
権
威
を
蔑
ろ
に
す
る
所
業
は
、
温
が
当

時
の
官
僚
体
制
の
空
洞
化
を
見
抜
き
、
大
唐
帝
国
の
滅
び
を
予
見
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（
12
）　

詩
僧
斉
己
の
伝
記
は
、
北
宋
・
贊
寧
『
宋
高
僧
伝
』
巻
三
十
「
梁
江
陵
府
龍
興
寺
斉

己
伝
」、『
唐
詩
紀
事
』
巻
七
五
、『
唐
才
子
伝
』
巻
九
な
ど
。
論
稿
は
、
蕭
麗
華
『
晩
唐

詩
僧
斉
己
的
詩
禅
世
界
』（『
仏
學
中
心
研
究
年
報
』
第
二
巻
一
九
九
七
年
）
な
ど
。
陳

翀
「
唐
末
五
代
に
お
け
る
『
白
氏
文
集
』
の
伝
承
：
詩
僧
斉
己
の
活
動
を
中
心
に
」（『
中

国
文
学
論
集
』
巻
三
七
、二
〇
〇
八
）
に
は
、
斉
己
の
略
年
譜
を
掲
載
参
照
。
斉
己
が
荊

南
節
度
使
高
季
興
の
依
頼
に
よ
り
龍
興
寺
の
僧
正
に
な
っ
た
の
は
、
五
代
後
梁
・
龍
徳

元
年
（
九
二
一
）
五
十
七
歳
の
時
。
当
該
作
は
晩
唐
で
は
な
く
五
代
の
作
と
考
え
ら
れ

よ
う
。

（
13
）　

旧
稿
「
夏
目
漱
石
の
中
国
文
学
受
容
」
上
篇
（『
日
本
文
學
誌
要
』
九
十
五
号
、

二
〇
一
七
・
三
）
に
お
い
て
、
漱
石
閲
読
の
漢
籍
領
域
と
頻
度
を
調
査
し
た
（
全
集
巻

二
八
「
総
索
引
」
一
九
九
九
お
よ
び
巻
二
七
「
蔵
書
目
録
」
一
九
九
七
に
拠
る
）。
そ
の

結
果
、
漢
籍
の
ほ
ぼ
全
領
域
に
わ
た
る
が
、
主
要
領
域
は
、
史
書
や
儒
家
、
道
家
な
ど

の
諸
子
百
家
で
、
江
戸
時
代
以
降
の
正
統
的
漢
学
領
域
。
中
で
も
『
史
記
』
の
頻
度
が

最
多
。『
論
語
』『
孟
子
』
が
そ
れ
に
次
ぐ
。

（
14
）　

底
本
は
、『
十
三
經
注
疏
』
所
収
『
論
語
注
疏
』（
北
京
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
・
一
二
）。
魏
・
何
晏
の
古
注
は
「
仁
者
は
人
を
愛
す
」
と
述
べ
て
、
三
人
の

選
択
や
結
果
は
異
な
る
が
、
孔
子
が
と
も
に
「
仁
」
と
称
す
る
の
は
、
三
人
と
も
「
乱

を
憂
ひ
、
民
を
寧
ん
ず
」
か
ら
で
あ
る
と
説
く
。

（
15
）　

朝
日
新
聞
社
『
中
国
古
典
選
』
第
二
・
三
巻
（
一
九
六
五
・
一
、一
九
六
六
・
一
）。
以
下
、

同
書
参
照
。

（
16
）　

酈
食
其
（
前
二
六
八
～
二
〇
四
）
は
、
高
祖
劉
邦
に
認
め
ら
れ
る
以
前
、
高
陽
（
河

南
省
）
の
里
の
門
番
と
し
て
学
問
に
励
み
、
貧
し
さ
の
中
で
、
周
囲
か
ら
「
狂
生
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
（『
漢
書
』
巻
四
十
三
「
酈
食
其
伝
」）。
仲
長
統
（
一
八
一
～
二
二
〇
）

も
、
博
覧
強
記
で
高
く
才
能
を
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
曹
操
に
仕
え
る
ま
で
は
、
登
用

の
招
き
に
も
応
じ
ず
、「
狂
生
」
と
看
做
さ
れ
て
い
た
（『
後
漢
書
』
巻
三
十
九
「
仲
長

統
伝
」）。

（
17
）　

底
本
は
、『
十
三
經
注
疏
』
所
収
『
孟
子
注
疏
』（
北
京
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
・
一
二
）。
小
林
勝
人
訳
注
解
説
『
孟
子
』
下
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
・
四
、

第
四
十
五
刷
）
参
照
。

（
18
）　

孟
子
の
革
新
性
は
、「
民
為
貴
、
社
稷
次
之
、
爲
君
軽
」（「
盡
心
」
下
）
が
よ
く
知
ら

れ
、
後
世
、
易
姓
革
命
を
支
え
る
理
念
と
し
て
喧
伝
さ
れ
る
。
藤
堂
明
保
『
狂　

中
国

の
心
・
日
本
の
心
』
Ⅰ
「
中
国
の
伝
統
思
想
と
『
狂
』」
で
は
、
儒
家
左
派
の
流
れ
に

つ
い
て
、『
孟
子
』
に
始
ま
り
、
十
四
世
紀
の
王
陽
明
と
明
末
の
陽
明
学
左
派
を
経
て
、

清
末
の
公
羊
学
派
、
そ
し
て
辛
亥
革
命
へ
と
繋
が
る
流
れ
を
俯
瞰
す
る
（
中
央
図
書
、

一
九
七
一
・
七
）。
漱
石
の
『
孟
子
』
へ
の
言
及
は
、
そ
の
ほ
か
、
小
説
で
は
『
吾
輩
は

猫
で
あ
る
』（
巻
一
）
一
に
「
浩
然
の
気
を
養
ふ
」（
出
「
公
孫
丑
」
上
）、
二
「
方
丈
の

食
饌
」（「
盡
心
」
下
）、
九
「
放
心
」（「
告
子
」
上
）。『
そ
れ
か
ら
』（
巻
六
）
一
の
四

「
天
爵
」（「
告
子
」
上
）、
十
三
の
五
「
準
縄
の
埒
」（「
離
婁
」
上
）
な
ど
に
引
か
れ
る
。

評
論
、
書
簡
、
小
品
な
ど
に
も
少
な
か
ら
ず
引
用
す
る
。

（
19
）　
「
人
生
」
は
、
第
五
高
等
学
校
校
友
会
の
『
龍
南
会
雑
誌
』
第
四
十
九
号
（
明
治

二
十
九
年
十
月
二
十
四
日
発
行
）
掲
載
。
漱
石
は
同
年
四
月
に
五
高
に
赴
任
。

（
20
）　
「
青
門
老
圃
傳
」
は
、『
宋
元
明
清
名
家
文
鈔
』
所
収
。
同
書
は
、「
和
漢
書
目
録
」（
巻

二
十
七
）

2115
に
小
川
重
喬
編
、
明
治
十
四
年
と
著
録
。
漱
石
は
同
じ
場
面
を
「
文
展
と

芸
術
」（
巻
十
六
、四
）
に
も
引
い
て
「
自
分
は
子
供
の
時
分
か
ら
此
所
の
文
章
を
読
ん

文
学
部
紀
要

　
第
八
十
八
号

一
六



で
嘘
と
は
思
は
な
か
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。（
以
上
は
小
森
陽
一
注
、
巻
十
六
）。
な

お
、
詩
語
と
し
て
の
「
狂
喜
」
の
用
例
は
、
管
見
の
限
り
、
明
末
清
初
に
至
っ
て
よ
う

や
く
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。
有
名
詩
人
の
作
を
挙
げ
れ
ば
、
銭
謙
益
（
一
五
二
八
～

一
六
六
四
）「
元
日
雑
題
長
句
八
首
」
其
五
の
「
歳
酒
盈
觴
（
盃
）
清
不
飲
、
爲
君
狂
喜

重
開
尊
（
酒
樽
）」（
七
律
尾
聯
）
や
施
閏
章
（
一
六
一
八
～
一
六
八
三
）「
寄
周
處
州
宿

來
」
の
「
天
陰
雨
久
重
雲
黒
、
開
緘
狂
喜
復
嘆
息
」（
七
古
第
三
聯
）
な
ど
。

（
21
）　

松
岡
譲
『
漱
石
の
漢
詩
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
六
・
九
）
の
指
摘
（「
小
説
〈
草
枕
〉

の
中
の
、
シ
ェ
レ
ー
の
詩
を
中
心
に
し
た
雲
雀
の
条
を
参
観
さ
れ
る
と
い
い
」
八
十
七

頁
）
が
嚆
矢
。「
シ
ェ
レ
ー
」（
一
七
九
二
～
一
八
二
二
、
以
下
シ
ェ
リ
ー
と
称
す
）
と

は
、Percy�Bysshe�Shelley
で
十
九
世
紀
初
頭
、
イ
ギ
リ
ス
ロ
マ
ン
派
の
代
表
的
詩

人
。
劇
詩
『
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
解
縛
』、
抒
情
詩
『
西
風
の
賦
』
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
漱

石
が
引
用
し
た
の
は
、「T

o�a�Sky-Lark
」。
原
田
博
「Shelley

の�“T
o�a�Sky-Lark”

―
そ
の
注
釈
と
翻
訳
」（『
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
第
十
五
巻
、
二
〇
一
三
）

参
照
。

（
22
）　
『
詩
經
』
中
、「
黃
鳥
」
は
「
秦
風
」
以
外
の
4
篇
（
周
南
「
葛
覃
」、
邶
風
「
凱
風
」、

小
雅
・
鴻
鴈
之
什
「
黃
鳥
」、
魚
藻
之
什
「
緜
蠻
」）
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
68
の
典
拠
と
し
て
「
秦
風
」
を
決
定
づ
け
る
の
は
、「
秦
風
」
の
み
⑥
「
入
彼
蒼
」

を
詠
っ
て
い
る
か
ら
。「
黄
鳥
」
は
、
訳
書
の
多
く
は
「
高
麗
ウ
グ
イ
ス
」
と
す
る
が
、

諸
説
あ
る
。「
葛
覃
」
の
毛
伝
で
は
「
摶
黍
」
と
い
い
、『
爾
雅
』
で
は
「
倉
庚
、
黧
黃
」

な
ど
、
三
国
呉
・
陸
璣
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
魚
疎
』
で
は
「
黃
鸝
留
」「
黃
栗
留
」、
清
・

徐
鼎
『
毛
詩
名
物
図
説
』
で
は
「
黃
雀
」
な
ど
地
方
や
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
と
説
き
、

判
然
と
し
な
い
。
た
だ
体
毛
が
黄
色
で
あ
る
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
。

（
23
）　
「
交
交
」
に
つ
い
て
「
毛
伝
」「
孔
疏
」
な
ど
は
「
小
貌
」
と
解
す
。
他
に
「
飛
び
て

往
来
す
る
の
貌
」（「
集
傳
」）
や
「
咬
咬
」
に
通
じ
て
鳥
声
と
い
う
説
（
清
・
馬
瑞
辰

『
毛
詩
傳
箋
通
釋
』）
も
あ
り
、
断
定
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
暫
く
「
毛
伝
」
に
従
う
。

（
24
）　

83
詩
（
明
治
四
十
三
年
十
月
二
日
、
七
絶
）
起
句
に
「
夢
繞
星
潢
泫
露
幽
」
と
詠

う
。
詳
細
は
、
拙
論
「
夏
目
漱
石
の
漢
詩
―
修
善
寺
大
患
期
を
中
心
と
し
て
―
」
下

篇
承
前
、
第
四
章
第
三
節
「〈
天
〉（「
空
」）
と
の
関
わ
り
」（『
紀
要
』
第
七
十
九
号
、

二
〇
一
九
・
九
）
四
～
八
頁
参
照
。

（
25
）　
『
紀
要
』
第
八
十
四
号
、
第
二
章
第
四
節
「
山
の
〈
青
〉」
⑴
自
然
美
の
対
象
、
⑵
「
隠

遁
憧
憬
に
つ
い
て
」（
二
〇
二
二
・
三
）
及
び
『
紀
要
』
第
八
十
五
号
、
第
二
章
第
四
節

⑶
「
埋
葬
の
地
」（
二
〇
二
二
・
九
）
参
照
。

（
26
）　
『
紀
要
』
第
八
十
五
号
、
注
41
参
照
。

（
27
）　

千
々
岩
英
彰
『
色
彩
学
概
説
』
第
五
章
「
色
の
認
知
的
・
感
情
的
作
用
」
5
・
3

「
色
の
感
情
効
果
」（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
・
一
）。
第
5
章
、
表
5
「
色
彩
の

感
情
特
性
の
強
弱
」（
一
六
六
頁
）
は
、
一
〇
〇
名
の
被
験
者
に
よ
る
実
際
的
デ
ー
タ
。

「
九
種
」
と
は
、「
派
手
な
」「
明
る
い
」「
軟
ら
か
い
」「
軽
快
な
」「
強
い
」「
陽
気
な
」

「
は
っ
き
り
」「
新
し
い
」「
興
奮
し
た
」。

（
28
）　

旧
稿
『
紀
要
』
第
八
十
五
号
（
注
25
）
参
照
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
「
青
」
に
「
深

化
の
素
質
」
を
見
出
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
安
息
」
か
ら
「
悲
哀
」
と
い
う
振
れ
幅
の
大

き
さ
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を
引
い
た
。（『
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
著
作
集
』
1

所
収
、
西
田
秀
穂
訳
、
美
術
出
版
社
、
一
九
九
〇
・
八
、
第
五
刷
）。

（
29
）　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、『
行
人
』
を
休
筆
し
て
い
る
病
臥
中
「
ゴ
ッ
ホ
の
画
集
を

見
候
珍
な
事
夥
し
く
候
」（
巻
二
十
四
、七
月
三
日
、
橋
口
貢
宛
書
簡

1871
）
と
記
す
。

（
30
）　

漱
石
の
動
植
物
へ
の
転
生
願
望
は
少
な
く
な
い
が
、
特
に
68
詩
前
年
（
明
治
三
十

年
）
の
俳
句
（
巻
十
七
）
に
顕
著
で
あ
る
。

1066
「
人
に
死
し　

鶴
に
生
ま
れ
て
冴
返

る
」、

1098
「
菫
程
な
小
さ
き
人
に
生
ま
れ
た
し
」、

1240
「
仏
性
は
白
き
桔
梗
に
こ
そ
あ
ら

め
」
な
ど
。
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of�longing�for�the�soul�to�reach�and�flow�into�the�opposite�world�of�“blue”.�The�joy�of�the�“delirious”�can�
be�said�to�be�due�to�the�fact�that,�even�though�it�contains�“death”�within�it,� it�allows�to�travel�to�the�
vast,�limitless�blue�sky�that�can�soothe�his�soul. 文

学
部
紀
要
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八
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八



The Early Works of Natsume Soseki’s Chinese Poetry:  
− Focusing on the Scenic Descriptive Expression −

Chapter Ⅱ, Section5 “The color”of flowers

KURODA, Mamiko

Abstract

In�this�paper,�I�have�been�discussing�the�scenic�descriptive�expressions�in�Chinese�poetry�written�
by�Soseki.�In�this�second�chapter,�I�discuss�his�expression�of�color,�an�issue�that�is�also�emphasized�in�
his�“Bungakuron”（Criticism�of�Literature）,�and�I�will�focus�on�“flowers”,�which�have�a�strong�presence�
in�his�novels,�and�investigate�the�expression�of�their�colors.

There�are�58� instances�of� “flower”� in�Soseki’s�poems,�which�can�be�divided� into� two�classes�
depending�on�whether�or�not�they�are�given�specific�names.�In�this�section,�I�consider�the�meaning�of�
“flowers”�in�Soseki’s�poetry�by�focusing�on�those�without�specific�names.�In�the�last�issue,�all�of�them�
have� important�meanings� in�Soseki’s�poetry,�both� in� terms�of�quality�and�quantity,� and�proved� to�
contribute　to�the�originality�of�the�poetry.

In�this�issue,�we�will�focus�on�the�yellow�color,�which�has�not�been�discussed�so�far,�and�will�firstly�
consider�“rape�blossoms�（ 菜 花 ）”.�This� is� the�collection�of�68th�poems,� “Saikakoh（ 菜 花 黄 ）”�in�his�
staying�in�Kumamoto�period.�At�first�glance,�it�seems�like�the�poem�is�about�a�peaceful�spring�scene,�
but�I�have�two�questions�as�below:�Q1.�Why� is� it�called�“Saikakoh”� instead�of� “rape�blossoms”?� ;�Q2.�
What�is�the�meaning�of�the�word�“crazy”’�in�the�second�stanza,�I�will�discuss�these�two�points�here.

1.�The�precedent�for�the�“rape�blossoms”�begins�with�two�stories�from�the�Tang�Dynasty.�The�first�
work�of�Liu�Yuxi（劉禹錫）�of�the�Middle�Tang�Dynasty�depicted�a�desolate�landscape�depicting�oats�
and�other�wild�plants�expressing�the�view�of�the�impermanence�of�past�and�present.�The�second�work�
of�the�Wentingyun（温庭筠）’s�Poetry,�the�Late�Tang�Dynasty�that�yellow�rape�blossoms�were�used�to�
describe�about�the�breath�of�spring.�Later,� if�the�“rape�blossoms”�were�described�and�referred�to�the�
breath�of�spring� in� these� two�types�of� “rape�blossoms”,� it�could�be� thought� that� “yellow�color”�was�
added�to�distinguish� it� from�the�former�and�to�emphasize� its�natural�beauty.� It� is�clear�that�Soseki’s�
poem�titled�“Saikakoh”�also�places�a�lot�of�emphasis�on�“Yellow�color”.

2.�As�for�“The�delirious（狂）”,�there�are�numerous�essays�and�genealogies�from�ancient�China�regardless�
of�genre,�and� there� is� little�dislike� for� it,� including�Confucius,�but�rather� it� is�highly�praised� for� its�
innovation.�Soseki,�who� is�well-versed� in�Chinese�classic�books,� takes�this� tradition� into�account�and�
expresses�the�“joy”�of�being�in�the�“yellow”�of�morning�and�evening�to�the�fullest�through�the�use�of�the�
“delirious”.�Furthermore,� the� third�and� fourth�stanzas�describe�how�the�reason� for� “joy”� lies� in� the�
dream�of�“reaching�the�blue�sky”.�The�resource�of�this�work,�（“Yellow�Bird（黄鳥）”�by�Qin�Feng（秦
風）�in� “Shi� Jing（詩經）”Poetry）,� is� the�work� that�mourns� the�young�man�who�died� for� the�Qin�
Dynasty,�Duke�Mu（穆公）,�and� also� inspire� the� shadow�of� death.�However,� due� to� the�upward�
movement�inspired�by�the�“yellow”�of�the�earth,�Soseki�used�as�the�foundation�of�his�dreams�as�a�topos�
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